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図書館の自由に関する宣言

図書館は，基本的人権のひとつとして知る自由をもっ国民に資料と施設を

提供するととを， もっとも重要な任務とする。

との任務を果たすため，図書館は次のととを確認し実践する。

第 1 図書館は資料収集の自由を有する。

第 2 図書館は資料提供の自由を有する。

第 3 図書館は利用者の秘密を守る。

第 4 図書館はすべての検閲K 反対する。

図書館の自由が侵されるとき，われわれは団結して，あくまで自由を守る。

社団法人 日本図書館協会

( 1979 年 5 月 30 日総会決議く改訂>主文〉

図書館員の倫理綱領

との倫理綱領は， r図書館の自由K 関する宣言 J

K よって示された図書館の社会的責任を自覚し， 自

らの職責を遂行していくための図書館員としての自

律的規範である。

(図書館員の基本的態度)

第 8 図書館員は，相互の協力を密K して，集団

として専門的能力の向上K つとめる。

第 9 図書館長は，図書館奉仕のため適正念労働

条件の確保K つとめる。

(図書館聞の協力)

第 1 図書館員は，社会の期待と利用者の要求を 第 10 図書館員は図書館聞の理解と協力 K つとめ

基本的なよりどとろとして職務を遂行する。

(刺用者 K 対する責任)

第 2 図書館員は刺用者を差別しない。

第 3 図書館員は刑用者の秘密を漏らさ~加。

(資料 K 関する責任)

第 4 図書館員は図書館の自由を守 t ，資料の収

集，保存念よび提供K つとめる。

る。

(文化創造への寄与〉

第 11 図書館員は住民や他団体とも協力して，社

会の文化環境の醸成K つとめる。

第 12 図書館員ほ，読者の立場K 立って出版文化

の発展K 寄与するようつとめる。

第 5 図書館員は常K 資料を知るとと K つとめる。 日本図書館協会は，わが国の図書館の現状K か

(研修 K つとめる責任) んがみとの倫理綱領を作成し，提唱する。本協会

第 6 図書館員は個人的，集団的に不断の研修 はとの綱領の維持発展K つとめると共にとの網

K つとめる。 領と相いれない事態K 対しては，その改善K 向つ

(組織体の一員として) て不断K 努力する。

第 7 図書館員は，自館の運営方針や奉仕計画の

策定K 積極的K 参画する。 社団法人 日本図書館協会

( 1980 年 6 月 4 白総会決議)
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I 調布市の概況

昭和 30 年 4 月，北多摩郡下の調布町と神代町が合併し，人口 4 万 5 千余人の調布市が誕生した。

調布市の歴史は自然が与えた野川沿い K 始まる。そとは，先人が残した遺物が数多く発見され，

縄文時代中期の土器も出土している。奈良時代の万葉集K は， w多摩川K さらす手づく b さらさ

らvc f.d' C そとの児のととだ獲しき』とうたわれた。今も残る布田 ・染地といった地名が，当時の

人々の生活を象徴的K うつしだしている。更K 江戸時代K なると，甲州街道(国道 20 号)沿い K

宿場が設けられ，当時は「布団五宿の貸座敷」として有名であった。

現在の調布市は，東京都のほぼ中央部，多摩地区の南東部K 位置し，都心部へ約 24 Km の距青働亡

ある。市の東西方向K は京王線(私鉄)と甲州街道が走 t ，ほほ北東から西南K かけては中央自

動車道が横断している。副都心新宿へも，東へ 15 Km ，京王線の特急で 15 分という典型的左近郊住

宅都市である。

地形は，南端の多摩川付近の低地から北K 向かう K 従って高台となる段丘で，武蔵野台地と立

川台地の上K 広がっている。北部の深大寺付近は，武蔵野の面影を残す絶好の住宅地である。

人口

面積 21 .79 km'( 東西約 7 Km ， 

南北 5. 7 Km ) 

北緯 35 度 38 分(市役所)

位置東径 139 度 32 分

人口の分布状況を町別K みると，甲州街道と京王線K 沿って市街地を形成している地域(小

島町，布団，仙川町等) ，新しく集合住宅の建設K よって形成された住宅地域(染地 ，西つつ

じク丘，緑ケ丘等) ，そして，その 2つが重ね合わされて人口密度のか念 P高い所を含む地域

(国領 ，多摩川等)念ど K 分けられる。近年は，首都圏K 共通する宅地化の 波 じ 道路の整備，

パス路線の充実もあって，人口分布も全市的K 拡大されつつある。(表 1- 1 ) 

人口の異動は， とのととろ続いていたほほ安定横ばいが，大学の多摩地区への移転，副都心

新宿への都庁移転計画などで，東京西部の住宅需要が高まっているためか，若干の増加傾向が

見られる。男女比は，男が漸増で現在は 6 千人余の増と左っている。(表 Iー 2 ) (図 1 -2 ) 

人 口構成を約 10 年前と比較すると，老年層の増加，第 l 次ベビーブーム世代の幼児の滅少左

どが見られ， 若い生産年齢人口が多いととを示す星型から，とのまま の出生率 ・死亡率が続け

ば，将来人口が滅 b 始めるととを暗示するつぼ型へと変化しつつある。 (図 I ー 1 ) 
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町別人口 ( s . 62 . 1. 1. 現在 )

(表 1- 1 ) 

町 名 人 口

管水 ・西飛田給 を含む)ノ 6，0 5 8 

上 石 原 8.294 

下 石 原 7，856 

多 摩 )11 1 0.806 

富 土 見 9.6 1 2 

島 8.4 7 0 

布 田 9.2 70 

調 布 ク 丘 6. 68 6 

国 領 19. 30 3 

八 宿告署"' 
i口A、 2，721 

染 地 15 .438 

深 大 寺 フじ 4. 79 5 

深 大 寺 北 5. 637 

深 大 寺 東 9.223 

深 大 寺 南 3.097 

佐 須 4.9 4 6 

柴 崎 6.691 

入 間 6.954 

東つつじク丘 4.540 

西つつじク丘 1 3.700 

若 葉 5.136 

仙 ) 11 4.935 

緑 ク 丘 7，889 

菊 野 i口A 7.690 

i仁b3 恥 計 189.747 

調布市の人口推移表 (表 1- 2 ) 

(数値は 1 月 1 日現在〕

男 女 iロ'>. 計

S 30 22 ，755 22 ，33 5 45.090 

31 23.8 1 6 23.255 47.07 1 

32 25.783 25.208 50 .99 1 

33 27.594 26.904 54 .4 9 8 

34 30.584 29 .3 1 5 59 .899 

35 32.38 5 3 1，9 1 0 64 .295 

36 35.425 34 .369 6 9. 7 94 

37 39 .1 0 7 36.760 7 5.867 

38 4 2，8 5 4 40.634 83 ，488 

39 4 8.2 7 8 45. 566 93.844 

40 5 2.736 5 0.247 1 02.983 

41 6 1，1 45 5 8，4 9 9 11 9.64 4 

42 67 ，4 34 65. 0 2 4 13 2，4 58 

43 70 ，9 51 68. 860 139. 8 11 

44 7 4. 545 71 ，9 9 2 1 4 6. 5 3 7 

45 7 8.33 6 75 .2 03 153 ，5 3 9 

46 81 ，4 1 7 77 .60 9 159 .02 6 

47 8 3，201 79.243 16 2，4 4 4 

48 86.514 8 2.116 168 .630 

49 8 8.094 8 3，187 1 7 1.2 8 1 

50 87. 6 8 4 8 2. 92 2 170 .606 

51 87 ，819 83.613 171 .43 2 

52 88.272 8 4.338 17 2.610 

53 8 9. 305 85 .200 17 4. 505 

54 89. 8 06 85 .2 25 175 .031 

55 8 9. 655 85.0 3 5 17 4.690 

56 90 .612 85 .537 176.149 

57 91 ，863 86.951 178 ，814 

58 9 2，971 87 ，760 180.731 

59 9 3. 789 88 .153 181.942 

60 94 .914 89.339 18 4. 253 

61 96 ，645 90.599 187 ，244 

62 97 ，977 91 ，770 189 .747 
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年令別・男女別の人口構成 (図 1 - 1 ) 

100-104 持々 ! 男 女

95- 99 昭和 51 年 1 月 1 日現在 95- 99 2 8 

90- 94 96-94 14 39 

85- 89 85-89 67 183 

80- 84 80-84 248 426 

75- 79 75-79 583 862 

1 
70- 74 円65- 69 

60- 64 

70-74 1.039 1. 304 

65-69 1.594 1.809 

60-64 2.237 2.548 

55- 59 55-59 2.500 2.949 

50- 54 50-54 3.4 91 4，023 

σ、
45- 49 45-49 5.4 5 2 5.143 

40- 44 40-44 6.804 6.605 

35- 39 35 - 39 7.030 7.261 

30- 34 30 司 34 8.1 6 1 7.880 

25- 29 25-29 11.31 5 9，522 

20- 24 20-24 9，519 7.270 

15- 19 15- 1 9 5.928 5.313 

10- 14 10 - 1 4 6.4 3 3 5.966 

5- 9 5- 9 7.184 6.958 

0- 4才 0-4 才 8.218 7.544 

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1(1 千人12 : 

(千人〕
男 女

主~型 男 女

100-104 昭和 62 年 1 月 1 日現在 100-104 O 3 

95- 99 95- 99 7 14 

90- 94 90- 94 48 115 

85- 89 85- 89 202 421 

t 
80- 84 

75- 79 

70- 74 

80- 84 592 862 

75- 79 1.180 1.578 

70- 74 1.743 2.243 

65- 69 65- 69 2.236 2.860 

60- 64 60- 64 3.511 3.974 

55- 59 55- 59 5.212 5.274 

‘品 50- 54 50- 54 6.310 6.616 

45- 49 45- 49 6.248 6.896 

40- 44 40- 44 6.524 6.732 

35- 39 35- 39 9，106 8.250 

30- 34 30- 34 7.688 

25- 29 25- 29 9，511 7.282 

20- 24 20- 24 12.229 8，324 I 

15- 19 15- 19 8.321 7.351 

10- 14 10 - 14 6.540 6.136 

5- 9 5- 9 5.341 5.257 I 

0- 4才 0- 4才 5.4 2 8 

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
(千人) (千人)

男 女



調布市の人口推移 (図 1 - 2 ) 

(万人)

20 

15 

10 
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総人口

女

55 60 62 

2. 財 政

わが国経済は，回復の過程Vてあるとはいえ，円高不況など基本的には低成長の基調K ある。

国の 62 年度一般会計予算は厳しい財政難の中で，赤字国債減額の優先，補助金の総合的見直し

などの歳出抑制策を打ち出し 5 年連続の一般歳出超緊縮裂の予算編成と念った。

一方，東京都Uてないては，行政改革の名の下K 市町村への業務移管念どK よる負担の軽減化

と財源の重点配分K 徹する中で，マイタウン東京の実現のための折b返し点K かかっている。

調布市K ないても，国・都から少なからず影響を受け，財政的K 苦しい実情Vてある。収入の

大半を占める市税比経済情勢から自然増収はあま b期待できず，収益事業その他の収入も伸

び悩みの状態K ある。また. 59 年度からは地方交付税不交付団体の指定を受けるなど厳しい財

政事情のもとで，市税の徴収念ど財源確保K 最大限の努力をしてきた。他方，歳出面では，行

政需要の増大K よる施設の増加，とれらの施設の維持管理経費をはじめ，人件費，公債費など

の義務的経費は年h 累増した。しかし，とのよう念財政構造悪化の中で，事務事業の見直しを

行い，経費の徹底的節減K 努めて，健全で効果的念財政運営と長期計画(第三次基本計画の 3

年次)の着実な実施で，公平な市民サービスの向上 K 努力している。

(l) 年度別決算額の推移 (表 1 - 3 ) 

昭和 61 年度決算額は，市費総額 376 億 5.666 万 2 千円で，図書館開設当時の昭和 41 年と比較

すると 17.8 倍K なっている。とれは，調布市が増大する行政需要と多様化する住民ニーズを充

足させてきたとと K よ9. 着実K 首都圏都市として発展してきたととを如実K 示している。

本年度決算の中で市費に占める教育費の割合は 15.8 %で，前年 K 比べて額で 13 億 99 万 5千

円，率K 事前て 18 %の減少であった。その中で，市費 ，教育費VC 占める図書館費の割合は各 0.5% .

3% である。前年よ b若干上向っているのは，新中央館用図書購入貨が増額されたためである。

(2) 図書館費の内訳 (表 1 - 4 ) 

昭和 61 年度図書館費決算額は 1 億 7，853 万円で，前年K 比べて 2.249 万円増加している。とれ

は主K 新中央館用図書購入費( 5 ク年計画K よる初年次購入費 2 千万円)のためである。

各節毎K 比べると増加がEl vc つ〈のは，図書購入費・一般需用費( W との本よんで，1 ~.W 調

布市立図書館 20 年の歩み』印刷代，複写サーピスの予算化)と役務費(講演会テーフ':;j;~とし)

である。減少で自につくのは，備品購入の機械器具( 60 年度は高架下書庫空調 ・除湿機予算を

含む)と工事請負費( 60 年度は中央館外壁塗装 ・改修工事費を含む)である。その他は僅かな

増減，もしくはほぼ同額である。また 61年度は点訳奉仕者への謝礼金(報償費)と 8 棚ビデ

オカメラ・モニター用テレビ購入費(備品購入費 ・視聴覚教材)が予算化されている。

62 年度当初予算で，予算配分の難しい中，前年度比で約 3千 5 百万円の増額となっているの

は，新中央館用図書購入費( 2 年次購入費増額分〉と工事請負費(国領分館・深大寺分館の改

修工事) .一般需用費(新た VC3 分館で複写サービス開始K 伴う経費 )VC よるものである。
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年度別決算額の推移 (表 1 - 3 ) (単位千円 )

玄γ主主 40 ※ 41 ※ 42 49 50 51 52 

市 費 総、 額 1，729 ，966 2，1 11 ，4 6 4 2，355 ，029 4，619 ，067 6，440 ，767 8，1 27 ，507 20 ，942 ，418 

指 数 100 112 692 778 859 99 2 

教 育 費 468.770 486 .168 574.563 4.090 ，834 5，4 8 4.729 4，196.469 3，4 8 0.8 2 5 

指 数 100 118 841 1.128 863 716 

市費 K 占める割合 23 .0 % 24 .4 % 28 .0 % 33.3 % 23.1 % 16 .6 % 

図 書 館 費 18.960 5，914 5.946 173.055 64.615 53.695 68 .539 

( 図書資 ) 2.044 2，946 40 ，083 26 ，225 17 ，577 20.227 

( 建設費 ) 17.348 。 。100 ，689 。 。 。
(そ の 他 ) 3，870 3.000 32 .283 38.390 36 ，118 48.312 

指 数 100 101 2.926 1，092 908 1，159 

市費 K 占める割合 0.3 係 0.3 % 1. 2 係 0.4 φ 0.3 % 0.3 係

教育費K 占める割合 1. 2 % 1. 0 係 4.2φ 1.1係 1. 3 % 2.0 % 

人 口 119 ，6 44 132 ，458 139 ，811 170 .606 171 ，4 32 172.610 174.505 

指 数 100 106 12 9 1 29 1 30 132 

ーーーーーーーー・ -ーーーーー・』ーー ーー曲目ーーー ーー ・・ ーーー - - ーーーーーーーー ーーーーー『ー ー ー ー ー ー ー ーー

人 !市 費 14 ，459 15 .940 16 ，844 85 ，689 95 ，90 g 105.020 120 ，010 
口 t

人 l 教 育 費 3，918 3.670 4，1 10 23.978 31.994 24 ，311 19 ，9471 

当，図書館費 15 8 45 43 1.0 14 377 311 393 

り 1

1 図 書 購 入 費 15 21 23 5 15 3 102 116 

図書館分館開館時 中 央
富士見・

若 業
緑ク丘

53 54 55 56 57 58 59 60 61 

21，746 ，176 ~4 .3 3 1，0 14 26 ，87 6，12 2 30.229.207 31，8 5 5，245 32.295 .85 2 34.544 ，398 37 .006 ，648 37 ，656.662 

1ρ30 1，1 53 1，27 3 1，4 3 1 1，509 1，5 30 1，636 1，753 1，783 

4，53 2，321 4.647 ，4 2 0 5，126 ，437 6，195 ，692 4，802 ，891 5，259 ，307 6.000 ，325 7，249 ，014 5.948 .019 

9 3 2 956 1，054 1.274 9 88 1，082 1，2 3 4 1，4 91 1，223 

20 .8 % 19.1 % 19 .1 % 20.5 % 15 .1 % 16.3 % 17.4 タ 19.6 係 15.8φ 

83 ，01 5 134 ，977 91 ，971 275.630 127 ，283 120 ，4 7 6 176 ，760 156 ，042 178 ，534 

22 ，004 55 ，242 35 ，314 58.291 51 ，898 53 ，959 49 ，990 49 ，955 73 ，1 39 

。 。 。151 ，548 。 。49 ，350 。 。
61 ，01 1 79 ，735 56 .657 65 ，791 75 ，385 66 ，517 77 ，4 20 106.087 105 ，395 

1，4 0 4 2.283 1，555 4.661 2，152 2.037 2，989 2.741 3.019 

0.4 % 0.6 % 0.3 % 0.9 % 0.4 % 0.4φ 0.5 % 0.4 % 0.5 % 

1. 8 % 2.9 % 1. 8 % 4.4係 2.7 % 2.3 % 2.9 係 2.2 % 3.0 % 

175 ，031 174 ，690 176 ，149 178.814 180.73 1 181 ，942 184 ，253 187 ，244 189 ，747 

132 132 133 135 136 137 139 141 143 

ーーーーーーー ーーーーーーー - ーーーーーーーー ーーーー酔』ー ーーーーーーー ーーーーーー， ー. - ーーーーー ーーーーーー ーー ー ー - - - ・

単 位円 )

124 ，242 139 ，281 152 ，576 169 ，054 176.258 177 ，506 187 ，4 84 197 ，639 198.457 

25.894 26 ，603 29 ，1 03 34.649 26 ，575 28.907 32.566 38.714 31 ，347 

474 772 522 1，541 704 662 943 833 941 

12 6 316 200 326 287 297 267 267 385 

染 地 佐 須
(資料
保存庫〉

( 単位円 )

|書籍平均単価 | l 
p
h
d oo

 
。。 8叶 2，2931 2，394¥ 2，3011 2. 348 1 

。図書費K 職員の給与等人件費は含まれていない。

。人口は 1 月 1 日現在。

。44 年度国領分館開館 45 年度つつじケ丘分館開館 46 年度深大寺・神代分館開館。

。書籍平均単価は『出版年鑑~ (出版ニュース社)~よる。

。40. ， 41 年度は開館準備年度と開館年度K あたる。

-10 - - 11-



図書館費内訳表 〈表 1 - 4 ) 

( 単位円 )

庁ミミぞ 57 年度 58 年度

決算額 百分比 決算額 百分比

59 年度 60 年度 61 年度

62 年度当初予算
決算額 百分比 決算額 百分比 決算額 百分比

報 酬 450.000 0.35 450 ，000 0.37 O O O O O O O 

賃 金 546 ，600 0.43 2，689.170 2.23 2，694.700 1. 52 2，465 ，738 1. 58 2，604 ，390 1. 46 2，588 ，000 

報 償 費 3，970.300 3.12 3，942 ，400 3.27 4，233 ，340 2.39 3，937 ，300 2.52 4，995 ，592 2.8 7，112 ，000 

旅 費 337 ，000 0.26 333 ，770 0.28 322 ，290 0.18 270 ，650 0.17 268 ，570 0.15 938.000 

般 需 用 費 28 ，340 ，4 3 9 22.27 29 .770 .812 24.71 32 ，380 ，995 18.32 32 ，77 1，922 2 1. 00 34 ，708 ，029 19 .4 4 37 ，136 ，000 

食 糧 費 45 ，660 0.04 45 ，910 0.04 42 ，500 0.02 42 ，240 0.03 42 ，120 0.02 74 ，000 

役 務 費 1，565 ，650 1. 23 2，1 44.1 73 1. 77 2，005 ，720 1.1 4 1，9 65 ，581 1. 26 3，292 ，902 1. 84 3，778 ，000 

委 託 料 20 ，087 ，1 08 15.78 2 1，4 7 5，6 2 1 17.83 29.066 ，731 16 .4 5 28 ，569.317 18.31 30 ，588 ，614 17.13 26 ，959.000 

使用料及び賃借料 424.320 0.33 443 ，070 0.37 487 ，530 0.28 723 ，650 0.4 6 1，726 ，620 0.97 2，861 ，000 

工 事 請 負 費 14 .8 18 ，000 1 1. 64 894 ，000 0.74 51 ，2 45 ，000 28.99 12 ，384 ，000 7.94 9.925 ，000 5.56 30 ，579.000 

原 材 料 費 148 ，900 0.12 117 ，150 0.10 98 ，550 0.06 100 ，650 0.06 1 29 ，4 80 0.07 163.000 

備 品 購 入 費 56 ，4 39 .4 80 44.34 58 ，077 ，697 48.21 54 ，091 ，419 30 .59 72 ，740 ，925 46.62 90 ，089 .3 52 50.46 1 0 1，3 5 0，0 0 0 

(図 書) ( 5 1， 8 9 7，7 6 0 ) ( 40.77 ( 53 ，958 ，935 ) ( 44.79 ) (49.990 ，1 59) ( 28.28 ) ( 49.954 ，880 ) ( 32.0 1 ) ( 7 3，1 38 ，75 2 ) ( 40.96 ) ( 86 ，0 0 0，0 0 0 ) 

(機 械 器 具) (77 ，000) ( 0.06 ) ( 577 ，500 ) ( 0.4 8 ) ( 1 84.000 ) ( 0.1 0 ) ( 16 ，1 20 ，000 ) ( 1 0.33 ) ( 1 0，3 8 9，4 8 0 ) ( 5.82 ) ( 1 0，29 1，000 

( 視 聴 覚 教 材 ) ( 2，2 57 ，000 ) ( 1.7 7 ( 2，253 ，750 ) ( 1. 87 ) ( 2，3 0 0，0 0 0 ) ( 1. 3 0 ) ( 2，4 9 1，80 0 ) ( 1. 60 ) ( 3，2 6 4，3 0 0 ) ( 1. 83 ) ( 3，049.000 

(庁 用 器 具 ) (2 ，207 ，720 ) ( 1. 74) ( 1，287 ，5 1 2) ( 1. 0 7) (1 ，617 ，260) ( 0.9 1 ) (4 ，174. 245 ) ( 2.6 8 ) ( 3，297 ，820 ) ( 1. 8 5 ) ( 2，0 1 0，0 0 0 

負担金、補助及び交付金 100 ，320 0.08 83 ，040 0.07 82 ，320 0.05 6 1，600 0.04 61 ，600 0.04 62 ，000 

補 償、補填及び賠償金 O O O O O O O O 93 ，374 0.05 30 ，000 

投資及び出資金 O O O O O O O O O O O 

~ι:;、 課 費 8，800 0.01 8，800 0.01 8，800 0.01 8，800 0.01 8，800 0.01 9.000 

ぷ口h 計 127 ，282 ，577 100 1 20 ，475 ，61 3 100 1 7 6，7 5 9.8 9 5 100 1 5 6，0 4 2，37 3 100 1 7 8，5 3 4，4 4 3 100 2 1 3，63 9.0 00 

( )内は内訳
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Ⅱ 図書館の概況

調布市の図書館活動は，昭和 41 年の調布市立図書館(現中央館)の開館 K ょb 始まった。以来，

20 年の図書館活動の中で，中央館の充実と共K 市内全域K 図書鎗サービスを提供するため，分館

建設K 着手した。昭和 44 年K は分館第 1 号の国領分館が開館し，昭和 57 年K 佐須分館が開館を

して，分館網計画は，その目的を達成し，現在の体制が整った。

分館網は，人口 2 万人 VC1 館，半径 800 メートノレ VC1 館 2つの小学校区 VC1 館を三原則とし

てま;>.9，中央館を中心 U亡して 10 分館が活動をしている。

早期建設が望まれている新中央館は，調布市第 3 次基本計画K 基づいて，調布市生涯教育施設

建設推進プロジェクトチームの図書館部会で，昭和 65 年度完成を目指して，具体的な構想が検討

されてな.9，昭和 61年度K は「調布市立中央図書館計画調査報告書」を作成した。

新中央館が完成すると，分館網の中枢機能を果たすと共 VC ，各館を有機的K 結びつけ，よタき

めのとまかい図書館サービスが確立される。

運営方針

調布市立図書館は，市民の参加と協力のもと VC ，自立した市民の連帯と地域K 根ざした市民

文化の創造K 向けて積極的念図書館活動を展開してい〈。

(1) いつでも，どとでも，誰でも気軽K 立ち寄れる市民図書館を目指し，市民のだれもが自由K

図書館サーピスを受けられるよう K サービスの拠点を広げていく。

(2) 刺用を待つという静態的な活動K 終始するとと左( ，積極的K 市民K 働きかける動態的念図

書館活動を目指ナ。

(3) 子ども K 良い読書環境を整備するため，各館VC 独立じた児童室を設け，専任の職員を配置し，

館内 ・館外K 対して，あらゆる機会をとらえて児童サーピスを行う。

(4) 市民の身近なととろで，文化的事業(講座，講演会，著者を臨む読書会 ，座談会，名函鑑賞

会等〉を開催し，文化創造の拠点として積極的な図書館活動を展開する。

(5) 市民K 充実した図書館サーピスを保障するため，種々の機会をとらえて，組織的K 研修を行

い，職員の資質の向上を図る。

2 昭和 61 年度 図書館重点事業

図書館は，文化の伝承K とどまらず，文化創造の拠点として，積極的な活動を展開した。ま

た，読書の普及と読書K よって啓発された学習意欲や多様化する市民要求を的確十てとらえ，そ

れらK 即応できるサーピスを提供するため，次の重点事業を中心VC ，それぞれの事業の充実を

図った。

(1)蔵書の充実

市民図書館としての責務を果たすめ，予算を効果的K 執行しながら蔵書の充実K 努めた。

- 14 ー

ア 新刊書を中心VC ，市民のニーズK マッチした資料の選択と収集

イ 参考図書の網羅的な収集と充実・強化

ウ 郷土資料及び行政資料の積極的念収集

エ各分野の専門的資料の充実

オ 新中央館用図書の年次的購入

(2) 図書館サービス体制の充実

10番目の分館・佐須分館の開館Vてよ.9，図書館サービスは ，ほほ全市域K わたって提供でき

るようになったが，今年度は新中央館構想、を含め，サービス網の機能強化等体制の整備，充実

を図った。また，年 2 分館の予定で，年次的な増改築を検討してな.9 ，昭和 62 年度より実施し

ていく。

(3) 文化的事業の推進とサークノレ育成

読書啓蒙活動と並行して，市民の学習意欲と文化的要求を受けとめ，それを育てるために

社会教育関連機関等と協力し，市民の学習活動を積極的K 援助した。また，誰でも気軽K 学習

K 参加できる機会を設け，市民と連帯した文化活動を推進した。

(4) ハンディキャップサービス

視覚障害者K 対するサービスに重点を置き，朗読テープの作成や対面朗読，点訳サーピスを

実施し，視覚障害者へ読書K 関する情報を提供して読書権の確立をはかると共VC ，朗読ボラン

ティアや点訳ボランティ アの育成K 努めた。

(5) 図書館日常活動の充実

多様化する業務の組織化を図ると共 VC ，今日までの経験と蓄積を基盤として， よD 良いサー

ピスを行うため，図書の貸出，閲覧業務を遂行しながら，様々念事業を展開した。

ア 訟はなし会，小学生読書会の実施と中学生通信の発行

イ 「図書館だよタ」及び各種資料の発行等広報活動の充実

ワ 学校等諸施設及び地域との提携，協力

エ 職員の資質の向上と研修

オ 視聴覚ライブラリーの充実

視聴覚機器及び機材を整備すると共 VC ，地域VC l>'ける映画会指導 ，機器操作指導，映写機

検定の実施等，幅の広い視聴覚教育活動の普及とその充実を図った。

5 図書館配置図

基本計画K 基づいて配置された各分館どと K 奉仕対象地域を設定すると ，次のよう十てなる

(図 11 - 1 ) 
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今回の改修工事で，新登録が非常K 伸びた。当館は，以前から地域K 定着 していたが，

た念刺用者層の拡大を期待しているととろである。
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(4) 定例会

21 ，309 
ア 訟はな し会14 ，905 

議
毎月 第 2 日曜日

3，652 10:00""-'10:20 ( 幼児 )

G 1 0: 30""-'11: 00 (小学生)

イ 小学生読書会

|雑 誌 | 成 人 童 毎月 第 4 日曜日

(合計 3 9.8 6 6 冊 一日平均 15 1. 6 冊 ) 10:00""-' 11: 00 

3. つつじケ丘分館 (3) 蔵書及び利用の状況 ( 6 1年度)

ア蔵書

児童書 7，531 冊

開館当初は，小規模ながら成人図書・

児童図書を共K 備え，地域の読書家層K

支えられて高い利用率を示していた。し

かし，限られたスペースをいかすため，

昭和 50 年，隣接する若葉分館の開館を

機 VC ，児童図書中心の図書館として再出

発した。

調布市西つつじケ丘 4 - 23-6

電話 0424 - 85 - 2000 

昭和 45 年 7 月 20 日開館

(京王線つつじク丘駅よ P徒歩 10 分)

(1)概況

調布市の東南K 位置する当館は，市内では一番小さい図書館である。住宅都市整備公団の賃

貸住宅である神代団地約 2，000 世帯を含む西つつじク丘と菊野台などの住民を主な利用対象者

としている。団地の敷地内K あるとともあり，比較的静か念環境と言える。

野川 ・大町小学校の二校は，当館より五分以内という近さであり ，また近隣のつつじク丘幼

稚園， 金子保育園などからの集団 ・ 個人での利用も少なく~ぃ。 ζ のように， 利用の大半は幼

児・ノj学生それK 主婦層である。しかし，蔵書が物足P ないためか，中 ・高校生Vてなると刺

用が落ちている現状である。 一方で常連の利用者は，当館を窓口として， リクエス ト制度など

を活用している ζ とが目立っている。

現在の施設があまり K も手狭左のは，当館が暫定的施設として開館したためである。潜在的

利用者の多いとの地域VC ，近い将来本格的な図書館を新設するととを計画している。

現在，成人図書は統計上若葉分館と一

体と念っている。その中から，小説 ・随

筆のほか，家庭 ・教育 ・旅行等の実用書

を中心に約 5，000 冊の図書が常置され

ている。蔵書が少ないだけ VC ，よD生き

生き した内容を保つように心街けながら，

当館で選定し，更新している。また，と

れを補うため，若葉分館の蔵書から 300

冊程の本を配架し，定期的K 交換してい

る。

(2) 配置図
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5. 神 代 分 館

調布市西つつじク丘 1-40-5

電話 0424-85-0054 

昭和 46 年 10 月 1 日開館(保育園併設)

(京王線つつじク丘駅より徒歩 8 分)

(1) 概況

調布市の北東，つつじク丘駅の北K 位置している。周辺は，一戸建ての住宅のほかマンジョ

ンや社宅念どもあ 9. 市内でも人口密度が高い地域である。また，北倶IJ は三鷹市と接している

ため，市外の刑用者も多〈念っている。近く K は上ノ原・滝坂小学校，神代中学校のほか神代

出張所，児童会館などもある。

開館当初からの利用者がある一方，転入転出も頻繁で，海外赴任などの後，再び来館する住

民も多い。また，図書館の使い方K 慣れた利用者が多く，予約 ・リクエストを上手K 活用した

り，研究 ・調査のため K 利用する姿が見られる。それだけt'L . 図書館K 対する要求K も多様な

ものがある。

なな，当館はよ P明るい図書館をめざして 63 年度中 K改修工事を行う予定である。

(2) 配置図

子ども室
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4 ミト 22 .5 m 

- 26 一

(3) 蔵書及び利用の状況 ( 61 年度)

ア蔵書冊数 イ 職業別登録者数 ( fj 50 人 )
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6. 宮の下分館

(1)概況

調布市上石原 3-34-10

電話 0424-86-5798 

昭和 47 年 7 月 24 日開館(保育園併設〉

(京王線西調布駅より徒歩 15 分)

調布市の南西，品川道と多摩川の中間地点K 位置し，同じ建物の一階K は宮の下保育園，北

K 第五中学校，南K 病院がある。その他，近隣の公共施設としては，西部公民館，児童館，学

童保育所，西部地域福祉センター，第三 ・飛田給・多摩川小学校などが点在している。サービ

スエリア内で， もっとも利用の多い上石原三丁目，多摩)11 一丁目の地域K は，民間アパート，

小規模の工場が混在している。また，地図上ではかなりの利用者が予想される飛田給三丁目，

上石原二丁目，下石原二・三丁目からは，分館が生活動線上K ないととや，品川道や「はけ」

K さえぎられるととなどからか実際K は，刺用者は限 られている。反面， 分館周辺K 多かった

空地や農地に近年，高層集合住宅や民間アパート の建設が目立ち，成人 ・児童とも K 刑用が

上向く傾向K ある。開館後 15 年たつ 63 年度K は，改修し，装いを新た V亡する予定である。

(2) 配置図
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(3) 蔵書及び刺用状bl. (61 年度)

ア蔵書冊数 イ職業別登録者数 ( 11 50 人)
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雑誌 成 重 毎月最後の水曜日
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7. 緑ケ丘分館
(3) 蔵書及び利用の状況 ( 6 1年度)

ア蔵書冊数 イ 職業別登録者数 ( 11 50 人 )

総記 | 614 

間I穆高H| 282E 
184 (8. 7) 

哲学ド 409 

生 88 9 1 (4 .4) 
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ク貸出冊数 ( Q 2，000 冊)

調布市緑ケ丘 2 - 25 

電話 03-300 ー 7672

昭和 49 年 7 月 20 日開館

(京王線仙川駅より徒歩 12 分)

(1)概況

調布市の北東K 位置している。駅北側の甲州街道を渡って北K 進み，仙川K かかる宅添橋を

渡ると都営緑ケ丘団地K 出る。当館は，との団地の中央公園K ある。サーピスエリアは，三鷹

市と世田谷区K 隣接した一角で，団地があるとはいえ，市内でも人口の少ない地域である。周

辺K は，鰻のすむ仙川が流れ，畑や 「みんなの森 」と呼ばれる “森 " がある緑の多い，静かな

住宅地である。付近K は，緑ク丘小学校，第八中学校， 白百合女子大学，緑ケ丘幼稚園，緑ク

丘保育園， 児童館，地域福祉センターなどがある。

最近の児童数の減少(緑ク丘小学校は全学年 2 クラ ス ) ，高齢化の傾向はとの地域でもみら

れ，今後も ，登録者数の著しい延びは期待できない。ただ，登録者ひと D あたりの貸出冊数は，

市内全館の トップ( 2 1. 4 冊)で ，地域の人たちが足繁< ，当館を利用している ζ とがうかがえ

る。

(2) 配置図
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(合計 45 ，341 冊 一 日平均 172.4 冊 )

(4) 定例会

ア かはな し会

毎週 金曜日( 第 4 をのぞ く)

3:30~4:00 

イ 小学生読書会

毎週 第 4 金曜日

3:30~4:30 
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8. 富士見分館

調布市富士見町 2 - 3 一 26

電話 0424-81 ー 7664

(3) 蔵書及び刺用の状況 ( 61 年度)

ア蕨書冊数 イ 職業別登録者数 ( s 50 人〉

825 | 中
そ兵同F 

哲学 I 507 日
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自
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の

文 学 |
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児童 |
7，849 

(合計 24.953 冊 ) 童

ウ貸出冊数 ( Q 2，000 冊)

昭和 49 年 7 月 20 日開館(保育園併設)

(京王線調布駅下車徒歩 15 分 )

(l)概況

調布市の北西部K位置して合 9. 甲州街道，中央自動車道調布インターチェンジ，鶴川街道

が交差している交通量の多い地域である。当館は甲州街道から 100 m 奥まった新興住宅地の一

角tてあ 9. 近 <VC は子どもたちの格好の遊び場となっている八幡神社，下石原公園がある。サ

ービスエリア内の教育施設K は，石原 ・第一小学校，調布中学校，電気通信大学，保恵学園，

調布養護学校がるる。地域性としては都営住宅，マンジョンなどの集合住宅と一戸建ての住宅

K形成される住宅地域である。住民は 30~40 代の比較的若い世代が多< .図書館の利用層 K も

反映されている。利用の状況は子どもと主婦の利用が多く，特K 辛子はなし会のある水曜日は幼

い子ども連れの若い母親と，小学生で賑わっている。最近，土 ・日曜日は動人の利用がのびて

きてなり ， ピジネス書を中心K 幅広< .さまざまな分野の図書が貸出しされるよう K なった。

(2) 配置図
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イ 小学生読書会

毎月 第 4 金曜日

3 : 30 へ- 4 : 30 
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(合計 57 ，4 1 6冊一日平均 2 1 8.3 冊 )
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9. 若葉分館

(3) 蔵書及び刺用の状況 ( 61 年度)

ア蔵書冊数

調布市若葉町 3-16-13

電話 03-309-3411 
総記 940 

哲学 863 
昭和 50 年 4 月 12 日(児童室)

開館

7 月 5 日(成人室)

(京王線仙川駅より徒歩 12 分)

日
一
日
一
時
一
段
一
一

3，316 

3，065 

2，067 

( 1) 概況

調布市の南東K 位置し，狛江市，世田谷区と隣接している。二階建ての図書館単独施設で，

8 番目の分館として昭和 50 年 4 月K 開館した。 それまでの分館建設の経験を生かし，当市の

分館建築の集大成を目ざした建物である。

サーピスエリアは，若葉町，入間町の全域と，仙川，東つつじク丘の一部で，人口 1 万 5 千

人， 6，350 世帯の，緑の多い住宅街が広がっている o また付近K は，若葉小学校，第四中学校，

神代高校，桐朋学園(幼稚園~大学) ，東部公民館，実篤記念館左どがある。利用の状況は，

立地条件もあって若葉町，入間町の住民の利用が大半を占めている。サービス面での特色とし

て，隣接する若葉小学校との協力事業がある。内容としては， i読書の時間 JVC 子ども室を開

放した 9 ，辛子はなしゃ本の紹介を行っている。

2，681 

549 

芸術
スポーツ

2，879 

王五 冷静
ロロ ーr 594 

文学

児童
8，949 

(合計 40 ，245 冊)

(2) 配置図
ウ 貸出冊数 (Q 2，000 冊)

1 階 2 階

‘盛一

29 ，207 24 ，337 

3，620 玄
関 子ども室

(52 席) 。
日玄1 成

新聞・雑誌
コーナー

人 | 児
モ一一一ー 14.5 m 一一一今

(合計 57 ，1 64 冊一日平均 217.4 冊 )
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イ 職業別登録者数 ( s 50 人)

n
E 

n
x
u m 

oa m m 
o
A 

中
学
生

524 ( 1 3.9 ) 

i I mill82 222 (5.9) 

。Yι∞ω 
O
ハM

o
n
u 

。L

。ι

m

m 

学

生

一

…

動

人

180 (4.8) 

429 ( 1 1. 4 ) 

主

婦 I8iill88 8iill88 8&8~ 
678 ( 18.0 ) 

自

白
営

58 (1. 5) 

61 ~ 
他

無 18~
職

45 (1. 2) 

93 (2 .4 ) 

児 I88888 8iill88 8iill88lliill88 
童 I8iill88 8iill88 8 1， 543(40.9) 

(合計 3，772 人) ( 100 係)

(4) 定例会

ア 訟はなし会 (3:00~3:30)

毎週日曜日幼児~ 小学生

毎週火曜日小学生

毎週木曜日幼児

第 2 金曜日 3年生以上

5 qa
 



( 61 年度)蔵書及び刺用の状況(3) 

s 50 人)
館分地染1 O. 

職業別登録者数イ蔵書冊数ア

中
学

調布市染地 3 ー 3 - 1 

電話 0424-88-8393 
健機常事縁

関癒市立 64 1 ( 1 3.7 ) mm2 i8 82ill 88 88l? 
生

830 

641 

戸
U

一言ロ

A 同

そF

総

哲昭和 55 年 6 月 6 日開館

( 4.9 ) 

( 2.9 ) 

227 

135 

8888~ 

盤?

両
校
生

学

生

2，243 

2，414 
社
科

史
理

会
学

歴

地

(地域福祉センター併設)

(京王線調布駅南口よ P 多摩川住宅西行

パス染地公園前下車徒歩 3分 )

82ill2ill 88888 88 
動

1，331 然
学

自
科 609 ( 1 3.0 ) 

人況概) l ( 

82ill 88 88888 88888 8888 主
1， 472 業

庭
工
家多摩川沿いを東K 進んだ

調布市の南 K 位置している。品川道を椿地蔵交差点から南K 下 9 .

婦432 業産
公共施設の乏しい所だ河川敷K グラウンドやプーノレはあるが，所で，狛江市との境K 近い。

自染地地域福祉センターと併設してっただけ~.市民の熱い期待を担って，都営住宅の一階に
( 1.1 ) 53 2 

営
2，411 芸術

スポーツかつて東洋のハリウッドといわれたが，現在
建てられた。染地K は日活・大映撮影所があ 9.

そ
465 ~ 童五豊富であった水田が影をひそめ，都住宅供給公社多摩川住宅，都営住宅，世帯数日O を越

は，
(0.5 ) 25 の

他

てFロロ

す大規模念マンシヨンなどの集合住宅が立ち並んでいる。

( 2.3 ) m 
無1 0，1 0 2 

学文中央館K 次いで登録者数，貸出冊数が多い。また，
当館は，住民の積極的利用K 支えられ，

10 5 

m
m
m 

m
m
L 

m
m 

m
m 

戦

児

30 ，91 7 冊)

8，576 

(合計

童児
今後の伸びも期待され子供の利用も活発で，付近K は染地 ・杉森小学校や第三中学校があり，

る。

( 10 0%) 

児)

3 :30 "-' 4 :00 (小学生)

第 1 日曜日

10:30 へ~ 1 1: 30 

2 :30 "-' 3:00 (幼

4，6 72 人〉

訟はなし会

第 2 ・4 木曜日

小学生読書会

定例会

(合計

ア

イ

(4) 

童

44 ，765 

重

貸出冊数( Q 2，000冊)

42 .862 

児

ウ

4，33 0 。
I ~fffi l 成

E
出

回

同

-

書

一
)

ナ

席
一
ロ

読
コ

C

成人書架

• 

配置図

司圃V

子ど も室
(1 2 席)

32.25 m 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

(2) 

34 9.6冊)
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1 1 . 佐須分館

調布市佐須町 4-42-2

電話 0424-85-1306 

制..IIIU..... 膏.・ IIIIU.."
昭和 57 年 7 月 13 日開館(児童館併設)

(京王線布団駅ょ p徒歩 1 5分〉

(1)概況

調布市の中央よりやや北K 位置している。普は柏の里とも称され，深大寺縁起と深い関係を

持つ祇園寺のすぐ近くで，周囲tてはまだ回畑や木が多く残る，緑豊かな所K ある。

付近K は，都営・市営住宅f.l どの集合住宅もあるが，古くからの調布在住者の，あるいは新

しく宅地化が進んだ中での一戸建の住宅が多< . 閑静な地域と言えよう。八雲台 ・柏野両イ学

校や第七中学校，私立晃華学園が近しま?と 1 階が児童館・学童保育所というとともあって平

日は子ども達で賑わっている。土曜， 日曜ともなると，その子ども達が家族と一緒K やって来

るという姿もたくさん見られる。面積は分館の中で一番広しゆったりとしていて，館内での

読書を習慣K している利用者も多い。

当館は 5 万冊収容の電動式閉架書庫を持ち，またエレベーターや対面朗読室を備えて，身

体障害者への配慮をしている。

(2) 配置図

閉架書庫

成人書架
読書コーナー
( 24 席)

• 
00 
...， 

子ども室
(12 席)

ヨ

占 19 m ..1 

-38 ー

(3) 蔵書及び利用の状況 ( 61 年度)

ア蔵書冊数 イ職業別登録者数 ( s 50 人 )

総記 | 743 

山~畳穆高引汁~ ~88888ill 374 ( 1 1. 6 ) 

哲学 「ー 803 

生 8& 8f 18 1 (5.6) 
歴史

2，4 1 7 
地理

1 
づA ふd一L 

社 会
2，877 生 I8& r 1 33 (4 .1 ) 

科学

自然、 1 
動

科学
2，022 

人 I88& 88m 394 ( 12.2 ) 

工業
1 

家庭
1，764 

|主 I88R8R 88888 88~ 603 ( 1 8.7 ) 

528 

50 (1. 6) 2，309 

圭ロ五ロ 応寸器“ I 449 I ~ I f 30 (0.9) 

文学 | 1 日
I 8i 78 (2 .4) 

児童 | 8.9l~~日職 | 幽幽問削 88
(合計 31 ，304 冊 ) I重 88888 a8f 1，3 8 1 ( 4 2.9 ) 

(合計 3，224 人 ) ( 100 係)

ク 貸出冊数( Q 2，000 冊)

23 ，637 23 .1 98 

3，198 

Q 月ぜ
雑誌 般 | 児 童

(合計 50 ，033 冊 一日平均 190.2 冊 )
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(4) 定例会

ア訟はなし会

毎週水曜日

2:30~2:50( 幼児)

3:30~3:50 (小学生)

イ 小学生読書会

第 2 日曜日

10:00~11 :00 



W 各館の事業

1. 子ども 対象の事業

(1)おはなし 会

実施館| 日時 | 内 容

全 館 |館K よって異なるが， 1 幼児から小学校低学年までを対象にストーリーテ

毎月 1 ~4 回実施 | リング，絵本の読み聞かせ，紙芝居，スライド，16 

若葉分館は毎週 3 回 | ミリフィルム等を組み合わぜたプログラムを用意し，

(田各館の概要参照)¥楽しい訟話の世界へ導くととを目的として実施した。

(2) 小学生読書会

実施館 日 時 内
n廿-ヲ

全 館 毎月 1 回曜日，時 小学校 3 ・4 年生から 6 年生までを対象VC ，幅広い

聞は館K よって異な 本の世界の楽しさを知ってもらうためK 実施した。

る 日常の生活K 結びついたテーマを中心K フ!ログラム

( 国各館の概要参照) を組み，ス トー リーテリング，本の読み聞かせと合

わぜて，文学作品，ノンフィクション双方とりまぜ

た本を紹介し，また，子どもたちK も発言してもら

った。創作活動もとり入れ，創造力を啓発した。

若葉分館では，向上の対象にス トー リーテリング

や本の読み聞かせを行った。

(3)市立小学校との協力事業

実施館 日時 ・会場 内
廿H 相

全 館 -各学級の授業時K 市内公立全小学校を対象に読書の動機づけを行つ

合わぜて実施 た。対象は原則として，社会科で図書館K ついて学

-各小学校又は図書 び，また，行動範囲も広がる 3 年生とし，図書館刺

館 用のガイタ・ンスや本の紹介をした。学校の要望K 応

じて，他の学年K 実施した場合もある。との他，夏

休み向けVC ，先生方と協力して推せん図書リス トを

作成 したり，それ以外の図書館作成の リス トを随時

配布する念どして， 学校との連携をはかっている。

- 40 一

フ

内

⑧プログラム ガイダンス ( 3 年生)

1. ['"としよかんのつかいかた J (刑用案内)の説明

，.，.." 

廿

ロ

2. ストーリーテリング 「マメ子と魔物」

3 本の紹介 「火のくっと風のサンダノレ」他

4. 読み聞かせ 「はちうえはぼく K まかせて」
グ

フ

⑥プログラム ァーマ :ζ とばのなもしろさ ( 1年生)
ム

の
1 ストーリーテリング 「ついでK ペロリ」

2. 本の紹介 「ととばのとばと J ['"なぞなぞのすきな女の子」
伊U

「きっときってかつてきて」他

3 読み聞かせ 「へびのクリクター」

第 1 (0プログラム テーマ:恐い話 ( 5年生)

小

学

校

1. ストーリーテリング 「とわいものなしのヅョグアンニン」

2 本の紹介 「魔法使いのチョコレート・クーキ J ['"隊商」

「水木しげる台化け絵文庫 」他

3 読み聞かせ 「フォックス氏 」

学校協力事業実施回数及び団体貸出冊数 〈表 IV - 1 ) 

学EZ ¥ 之き 1年 2 年 3年 4 年 5 年 6 年 言十 団体貸出冊数

第 一 1 1 1 1 1 1 6 880 

第 l 1 

第 1 1 510 

八 雲 4口4、 1 1 11 6 

富士見台 1 1 720 

滝 坂 1 l 

深 大 寺 1 1 

上 ノ 原 1 l 2 2 8 

石 原 1 1 38 5 

若 葉 6 1 7 8.38 3 

野 ) 11 1 1 1 3 4 1 

緑 ク 丘 1 1 

染 地 1 l 

北 ノ A口h 1 1 200 

多 摩 ) 11 1 1 

杉 森 1 1 2 160 

大 町 1 1 89 

飛 回 給 1 1 

柏 野 1 1 157 

国 領 1 1 153 

布 田 1 1 720 

計 8 2 21 3 l 1 36 12 .542 
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(4) その他

事業名 日時 ・会場 内 n廿-

中学生通信の発 -毎月 1回，第 1 日曜日 中学生との交流と，図書館利用の促進をめざし

行 午前 1 0 時~1 2時 て，中学生tてよる中学生のための通信「ぶちね

. (編集会場)国領分館 ζ使」を発行した。各図書館のカウンターを通

し配布をしたととろ，読者からの反響は大きか

， 
った。

二薬学園読書会 -毎月 1回，第 4水曜日 読み聞かせや本の紹介などを中心に本の世界

午後 6 時半~7 時半 の楽しさを知ってもらい，読書への導入をはか

-二 薬学園 った。また，本を媒介K しての創作も行った。
おはなし会

そ の 他 -随時 市の施設等K 対して，図書の団体貸出や施設を

- 児童館 ・学童保育所 利用している子どもたちを対象ttL.ストーリー

(実施)各館 -保育園 ・幼稚園等 テリングや読み聞かせなどを行円相互の連携

をはかった。

2 成人対象の事業

事業名 日 時 ・会場 内
廿げヲ

子どもの本を読 -毎月 1回，第 2 火曜日 昔話，新刊書，基本的念図書などをとりあげて

む会 午前 1 0 時~1 2時 読書会を催した。大冊の作品K も手をのばし，

-中 央館 相互の読後感を話し合川子どもと本K対する

理解を深めた。

絵本の会 - 毎月 1回，第 2木曜日 絵本についての勉強会で，今年度は長い間，子

午前 1 0 時~1 2時 ども K支持されている ロングセラー絵本をとり

-深大寺分館 あげて，絵本と子どもをめぐる様々な問題Kつ

いて話し合った。

子どもの本を読む会
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「ぶちねこ便」編集風景

文学散学

平和講演会
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V 図書館の動き

1. 蔵書状況

各分館十亡なける蔵書の状況は，文学を中心K 社会科学，歴史，芸術，家庭など比較的利用類

度の高い分野K 重点を置いて整備をすすめている。また，児童図書は全体の約 28% を占めてい

る。当市K 合ける分館の規模(平均 330 rre. 蔵書収容能力約 2 万 5 千冊-----3 万冊)は，比蜘句

小さし収集範囲や収容冊数が限定されているのが現状である。従って，蔵書の量では左( . 

今，市民が求めているもの，そして鮮度K 重点を置いた内容によって，市民の期待K応えてい

かなければならない。

一方，中央館(tL ;j:，~ける蔵書の状況は，各分館のセンターとしての役割も果たすため(tL.ナべ

ての分野K わたって網羅的K 収集するととを原則として蔵書の構築をはかっている。しかし，

全館的な視点K たっての選書体制がまだ確立されていない念どの理由から，その体制は十分と

は言えない。各分野の欠落部分の補充のためK も，選書の体制づくりを急がなければならない。

また現在の中央館は，蔵書能力をはるかに超えた図書資料の収集を行って沿.!?比較的新

しい資料までも書庫K 入れざるを得左い状況である。図書K ついては，昭和 57 年K 開館した佐

須分館内の閉架書庫( 5 万冊収容可能)を利用してい る。雑誌 ・逐次刊行物，新聞の地方版な

どは，近年，市立図書館レベノレでも一応の資料を揃えて利用K 供するととが必要不可欠の要件

と念っているが，とれらのパァクナンバーの保存には，昭和 60 年 3 月，中央自動車道高架下K

完成した資料保存庫(収容能力約 20 万冊)を使って，利用者の要求 K 応えている。

しかし，とのよう K 資料保存が 2 ケ所K 分散しているため，利用者の求める資料を所蔵して

いる K もかかわらず直ちに提供できない状況tてあ.!?十分な書架スペースと保存機能を備えた

新しい中央館の建設が大いK 待たれる。

(1)年度別蔵書の推移 (図 v- 1 ) 

昭和 61年度の蔵書数は 359 .422 冊であり，前年度と比較すると 13 .993 冊の増と左る。市民1

人当タの冊数は1. 89 冊であり，争当面の目標である市民 l 人当タ 2 冊の蔵書が整備されるのも，

それほど遠いととでは左くなった。また除籍図書数の大幅な滅少(約 12.000 冊)(tLよ.!? .前

の数年間K 比べて，蔵書数が増加した形Uてなっている。

念事、市民の図書館として，郷土K 関する資料や市民の著作などをコレクションとして収集

するととは，大変K 重要な意味を持つ。今後は，とれらの分野K も積極的K 取タ組んでいきた

い。(館別分類別蔵書冊数は . r皿各館の概要」参照)

(2) 館別購入 ・寄贈受入 ・除籍冊数 (表 v- 1 ) 

ア 館別購入冊数

図書は各館どと K 地域や利用者の状況などを配慮して，選定 ・購入する。分館の場合は，

-45 -



N
N
4
y σ、蜘

仰
自
の
の

N
司

v
‘凶

N
∞

∞ 

∞

ト

的

図
援

てF

σ3 
0
4
Y
的

同

噌

円

t-
c.o 
同
.
的

N
向

句司円

的
申
，

N

へ
車
内
)

同じく利用頻度の高い資料から，調査研究のための専門的資料まで，奥行を深めていくよう

配慮して購入している。

仰
図
制
民

分館と中央館の場合は，日常的なものを中心K 購入している。一方，比較的範囲を限定し，

前年度よ 9 1，1 24 冊の滅少K なる。図書購入費の増額K61年度の購入冊数は 33 ，676 冊で，
ば3

c0 高価な古書を中心とした新中央館用図書(約もかかわらず購入冊数が滅少しているのは，

分館での購入対象2，800 冊)が蔵書統計 K は含まれていない(未登録 ・利用可能 )ζ とと，

図書の単価が上昇したためと思われる。
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その利用の状況から，総蔵書冊数の約 20 %を常 K 更新させるζと図書の年間購入冊数は，
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が望ましいと専門的なデータでも明らかK なっている。比較的小規模の分館の場合は，蔵書

の新鮮度K よって利用の状況が大きく左右され，書棚の鮮度を維持することは大変重要なと
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とれは，望とができるが. 61年度の場合，調布市立図書館全体での新鮮度は 9.4 %である。
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クナンパーなど)の寄贈を広〈呼びかけ，積極的 K 収集していくととがあげられる。ま?と ，

市民の図書館として不可欠な郷土資料の収集tてついても ，市民の協力を得て埋もれている資

館別除籍冊数

料の発掘K 努めていきたい。

ウ

受入後約 5 ~6 年とされている。とれを経過すると利用は非常K一般的な蔵書の寿命は，

少なくなり ，書架K 停滞する。小規模の図書館の場合K は，特Vてその傾向が顕著である。そ
)
N

。
ぱ3のため各分館では，刑用頻度の低下した図書を書架から外し，鮮度を維持して魅力ある蔵書

)

申

出をつくっていか左ければならない。刺用が少なくなった 9，傷んだ図書を抜き出すなどの点 。a
司、日常の書架整理の中でも行われるが，曝書(本の棚卸)はその最良の機会である。

今後の課題は，全館的な保存を念頭K 入れた除籍のシステム化をはかってい〈ととである。

検作業は，

従って，曝書実施館の除籍冊数は，実施しない館K 比べて多くなっている。
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資料の保存(3) 

- 4 7 -

2 つの書庫を全館のもの

として有効K 活用し，市民の役K 立つ蔵書を構築していける体制づくりが必要である。

前項でふれたようf'L . 今後の課題として，資料の保存計画がある。
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登録状況2. 

児童(小学生以下) 15 ，604 人，成人(中学生以上) 24.880 人，昭和 61 年度の登録者数は，

児童は 735 人の合計 40.484 人である。昨年度と比較すると，成人は 320 人の増であったが

全体として 415 人の滅となった。登録者数は中央館開館以来徐kVL 伸び続けていた

当初の目的である分館網が一応完成した現在は，急激念増加はなく， むしろやや減少傾向

V-2) V-2 ・3 ) (図(表を示している。

大きな団地をかかえている染地地域が 32.5 パーセントと全地域の町別K 登録状況をみると，

国領の各地域のj原K 念って富士見，最高の登録率を示し，次いで西つつじク丘，柴崎，佐須，

全体としては，な 9. 20.6 パーセントの登録率で，登録率でも昨年よ!? 0.5 パーセント下廻る

V-3) 

国領，若葉，神代の各館中央館が全登録者の 25 パーセントを占め，以下，染地，館別では，

立地条件とのかかわのl顕K 登録者が多い。とれは交通の便利さや近く K 集合住宅がある念ど，要量

V-4) 

児童 38.5 パーセントで，昨年とほぼ同様の比率で

ある。成人の登録者の中では，主婦が 30.8 パーセン卜を占め，次いで動人の 22.6 パーセント，

その他のj阪と念っている。児童の自営，以下学生，高校生，無職，中学生の 16.3 パーセント，

全昭和 50 年の 20 ，196 人を最高 K その後は減少の傾向Uてある。原因のーっとして，登録者は，

辛子はなし会や小学生読書会等の行事，及国的な児童数の滅少があげられるだろう。当館では，

V - 5) (表び学校との協力事業を通して児童の刺用をよびかけている。

一人で何館かK またがって登録してい当館では各館どと K 登録を受付けているので，

る場合もある。
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u1 
Cコ

u1 
ト・4

年度別登録者数の推移 (図 V-2) 

10.000 人 20.000 人 30.000 人 40.000 人

.082 ( 921 ， 2.16 1 ) 

協務務務窺

児童 成人

44 

45 9.962 20.356 

46 12.547 25.5 1 4 

47 
16.705 

50 
20.202 

51 
20.783 

52 
22.019 

53 
20.957 

54 脇協協勿~勿鰯傷後後傷鯵臨後蕗21Iマ I 刊鞠務2務級後協機麟後修器忽級後勿協鶴後級修協修m復復修m修級復復協務務級m概協a後級観級協概協後修後観勿修緩後勿援費
19.884 

2 1，31 6 5 5 4 Z 「42… tl 

56 ~17，909 21 目864

57 19.122 勿 ~務 23 ，232 

58 
23 ，204 

59 
24 .1 59 

60 
24.560 

61 ~1.5.604務~綴瀦 24.880 

' ~ 一歩

年度別・町別登録者数 〈表 V-2 ) 

長補 41 51 52 53 54 55 56 57 

575 600 589 662 687 682 697 

上 右 原 1，573 1，563 1，367 1，370 1，4 41 1，432 1. 500 

下 石 原 2，344 2，51 1 1，326 1，262 1，21 2 1，285 1. 252 

多 摩 )11 1，865 1，806 1，944 2.1 1 1 2.080 

富士見町 2，302 2，263 2，083 2，105 2，247 2，1 37 2，366 

島 町 2，219 2，202 1，798 1，716 1，726 1，789 1，859 

布 田 1. 708 1，765 1，528 1，470 1，461 1，579 1，644 

下 布 田 55 90 1 17 66 95 70 81 

調布 ク丘 936 1，125 1，127 1. 096 1，062 1，016 1，249 

国 事頁 町 3，4 22 3，838 3，795 3，667 4，341 4.688 5，208 

;¥、 主τ~ ぷ口」、 一 一 一
染 地 2，4 20 2，686 2，4 3 8 2，300 15 ，0801 5，149 5，184 

深大寺町 4，4 3 1 4.399 4.094 4.048 3.959 3.872 4.410 

深大寺元町

深大寺北町 深大寺は 59 年 11 月 1 日，町名地番改正のため，

深大寺東町

深大寺南町

深大寺元・北・東 ・南の 4町にわかれた。

佐 須 町 794 851 786 

柴 崎 1，4 9 5 1，4 9 8 1，504 

入 間 町 1，298 1，348 1，302 

東つつじク丘 827 930 955 

西つつじク丘 3，985 3，793 3，550 

若 薬 町 1，125 1，177 1，103 

イ山 )11 639 709 694 

緑 ク 丘 2，517 2，566 2，291 

菊 野 J亡、 1，4 22 1，258 1，332 ロ

市内小計 35 ，087 37 ，172 35 ，644 

調布市外 4.435 4.307 3.563 

i込3 計 3.082 40 ，522 4 1. 479 39.204 

※仁二コは分館の開館K よb 著しく登録の増加した例

※ 多摩川は 52 年 10 月 1 日町名地番改正K よ P設置

※ 下布田は， 60 年 9 月 1 日町名地番改正K よD廃止

※ 八雲台は 1/ Vてより設置
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2，380 2，4 03 2，282 2，271 
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69 84 
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一 一 536 
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年度別・町別登録率の変化 ( 図 V- 3 )
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年度別・町別登録率の変化 (図 V-3)
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年度別・館別登録者数 (表 V-3)

海ト¥竺 41 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 
中 央 館 2，161 7，984 8，520 8，262 7，844 7，609 7，868 7，666 7，360 7，325 7，207 7，267 
国領分館 1， 930 2，157 2.1 80 2，000 1，972 2，017 2，129 2，037 2，026 2，111 2，178 
つつじク丘分館 1，080 1，058 996 944 949 1，009 971 1，027 1，004 1，032 994 

成 深大寺分館 1，665 1， 557 1，346 1，377 1，344 1，375 1，483 1，475 1，460 1，330 1，319 
神代分館 2，301 2，324 2.222 2，010 1，984 1，927 1，901 1，919 1，957 2，055 2，213 
宮 の 下 分 館 1，264 1，3 15 1，205 1，203 1，170 1，264 1，242 1，256 1，381 1，442 1，4 9 6 
縁ク丘分館 1，201 1，348 1， 314 1. 243 1，068 1，023 954 941 1，071 1，1 68 1，167 

富士見分館 1，249 1，2 87 1.1 7 9 1，1 77 1，262 1，197 1，304 1， 324 1，421 1， 466 1，4 24 
人 若葉分館 2，109 2，4 53 2，253 2，086 1，958 2，003 1，948 1，935 2，1 67 2，228 2，229 

染地分館 2，000 2，181 2，279 2，370 2，440 2，596 2，750 
佐須分館 1，355 1， 560 1，879 1，925 1，843 

計 2.1 6 1 20.783 22 ，0 19 20 ，957 19 ，884 21 ，316 21 ，864 23 ，232 23 ，204 24 ，1 3 1 24 ，560 24 ，880 
指 数 100 962 1，019 970 920 986 1，01 1 1， 075 1，074 1，1 17 1，137 1，151 

中 失 館 921 4，531 4.659 4，4 25 4，057 3，558 3，534 3，210 2，90 1 2，687 2，4 4 8 2，4 8 7 

国領分館 2，108 2，225 2，058 1，910 2，022 2，11 3 1，989 1，969 1，740 1，611 1，546 

つつじク丘分館 2，343 1，842 1，643 1. 422 1，326 1，235 1， 234 1，296 1，192 1，063 1，1 53 

児 深大寺分館 1，605 1，746 1，4 7 3 1， 471 1，404 1，320 1，349 1，203 1，190 1，031 830 

神代分館 2，142 2，023 1，918 1，755 1，687 1，576 1，516 1. 481 1，366 1，250 1，240 

宮 の 下 分 館 1，620 1，644 1，574 1，598 1，535 1，507 1，532 1， 389 1，350 1，277 1，268 

緑ク丘分館 1，768 1，755 1. 705 1，583 1，334 1，188 1，073 1，000 950 1， 015 944 

富士見分館 1，564 1，476 1， 428 1，436 1，529 1，414 1，521 1，481 1， 449 1， 374 1，290 

重 若葉分館 2，058 2，090 2，026 1，908 1，736 1，692 1，688 1，750 1，761 1，606 1，543 

染地分館 2，217 2，330 2，388 2，331 2，243 2，084 1，922 

佐須分館 1，622 1，813 1，732 1， 580 1，381 

計 921 19.739 19 .4 6 0 18 ，250 1 7，14 0 18 ，348 17 ，909 19.122 1 8，6 1 4 17 ，660 16 ，339 15 ，604 

指 数 100 2，1 4 3 2，113 1，982 1. 861 1，992 1，944 2，076 2，021 1，917 1，774 1，694 

中 央 館 3，082 1 2，5 1 5 13 ，179 12 ，687 1 1， 90 1 1 1，1 6 7 11 ，402 10 ，876 1 0，26 1 10 ，01 2 9.655 9.754 

国領分館 4，038 4，382 4.238 3，910 3，994 4.130 4，1 18 4，006 3，766 3，722 3，724 

つつじク丘分館 3，4 2 3 2，900 2，639 2，366 2，275 2，244 2，205 2，323 2，196 2，095 2，147 
.g 恥 深大寺分館 3，270 3，303 2，819 2，848 2，748 2，695 2，832 2，678 2，650 2，361 2，149 

神代分館 4，4 43 4，347 4.140 3，765 3，671 3，503 3，417 3，4 00 3，323 3，305 3，453 

宮の下分館 2，884 2，959 2，779 2，801 2，705 2，771 2，774 2，645 2，731 2，719 2，764 

縁ク丘分館 2，969 3，103 3，019 2.826 2，402 2，211 2，027 1，941 2，021 2，1 83 2，111 

富 士 見 分 館 2，813 2，763 2，607 2，613 2，791 2，61 1 2，825 2，805 2，870 2，840 2，714 

計 若葉分館 4，1 6 7 4，543 4，279 3，994 3，694 3，695 3，636 3，685 3，928 3，834 3，772 

染地分館 4，217 4，511 4，667 4.701 4 曾683 4，680 4.672 

佐須分館 2，9 77 3，373 3，611 3，505 3，224 

計 3，082 40.522 41 ，4 7 9 39 .2 07 37 ，024 39.664 39.773 42 ，354 41 ，818 41 ，791 40 ，899 40 ，4 8 4 

指 数 100 1，315 1，34 6 1， 272 1. 201 1，287 1，290 1，374 1，357 1，356 1， 327 1，314 

登 録 率 2.5 23.5 238 22.4 2 1. 2 22.5 22.2 23.4 23 .0 22.7 2 1. 8 2 1. 3 
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館 別 ・ 町 別 登 録 者数　　　　　　 (成人・児童男別） (表v-4) 

:F 建
中 失 館 国領分館 つつじク丘分館

成人 児童 言十 成人 児童 言十 成人 児 童 言十

~含飛田給 243 82 325 2 2 4 
野水・西町

上 石 原 299 81 380 4 4 1 l 

下 石 原 502 232 734 7 2 9 1 2 3 

多 摩 )11 639 422 1. 061 7 2 9 1 1 

富士見町 403 60 463 1 l 1 1 

島 町 909 473 1. 382 8 1 9 2 2 

布 田 873 428 1，301 26 5 31 l 1 

調布ク丘 450 167 617 17 4 21 

国 領 町 658 220 878 1，552 1. 265 2，817 14 37 51 

八 雲 ム口、 96 28 124 58 24 82 

染 地 723 134 857 88 22 110 3 3 

深大寺元町 189 59 248 1 1 1 1 

深 大 寺 北 町 54 6 60 

深大寺東町 75 2 77 5 5 2 1 3 

深大寺南町 81 10 91 4 2 6 1 1 2 

佐 須 町 114 7 121 17 9 26 1 1 2 

柴 崎 96 4 100 43 20 63 4 2 6 

入 間 町 43 3 46 2 2 9 9 

東つつじケ丘 61 8 69 3 3 22 16 38 

西つつじケ丘 169 16 185 18 21 39 690 695 1，385 

若 葉 町 49 4 53 2 2 2 2 

イ山 )11 34 13 47 2 2 1 1 

緑 ク 丘 38 4 42 4 4 

菊 野 A口A 133 18 151 256 158 414 204 381 585 

市 内 小 言 十 6，931 2，4 81 9.412 2，1 26 1，538 3，664 960 1，137 2，097 

調布市外 336 6 342 52 8 60 34 16 50 

iロb‘ 計 7，267 2，4 87 9.754 2，1 7 8 1，546 3.724 994 1，153 2，147 

深大寺分館 神代分館 宮の下分館

成人 児童 計 成人 児童 言十 成人 児童 計 ‘

183 177 360 

540 435 975 

3 4 7 3 2 5 198 194 392 

4 1 5 1 1 458 441 899 

9 9 1 1 4 3 7 

9 6 15 ，2 2 33 3 36 

1 l 3 1 4 5 5 

5 1 6 2 1 3 2 2 

4 3 7 7 6 13 5 4 9 

1 1 2 l 3 

2 2 5 l 6 6 6 

96 82 178 2 l 3 

662 424 1. 086 8 1 9 1 1 

421 266 687 214 131 345 1 1 

49 27 76 81 51 1 32 2 1 3 

2 l 3 18 11 29 1 1 2 

6 6 685 452 1，1 37 1 1 

2 2 1 1 

43 19 62 

2 1 3 802 466 1，268 1 1 2 

7 3 10 

1 1 7 3 10 

1 l 2 2 

1 4 5 53 30 83 1 1 

1. 278 821 2，099 1，950 1，180 3，130 1，4 42 1，261 2，703 

41 9 50 263 60 323 54 7 61 

1，319 830 2，149 2，213 1. 240 3，4 5 3 1. 496 1，268 2，764 
」
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館別 ・町別登録者数 (成人・児童別) (表 V-4)

~き
緑ク丘分 館 富 士 見 分 館 若葉分館

成人児童計 成人 児童 計 成人 児童 計

(飛含， 野田水・西給町)
13 10 23 1 l 

上 石 原 33 17 50 1 1 

染 地 分 館 佐 須 分 館 i口b恥 言十

成人 児童 計 成人 児童 計 成人 児童 計

1 1 443 271 714 

2 l 3 1 1 881 534 1，4 1 5 

下 石 原 2 2 92 110 202 1 1 2 2 5 2 7 814 550 1，364 

多 摩 )11 3 3 6 3 9 2 1 3 47 13 60 4 2 6 1，172 885 2，057 

富士見町 933 835 1.7 68 1 1 l l 14 5 19 1，367 904 2，2 71 

島 町 2 2 1 2 5 123 248 5 5 9 4 13 10 4 14 1，1 14 614 1，728 

布 田 l 1 2 7 5 12 l 1 44 23 67 35 38 73 996 502 1，4 9 8 

調布ク丘 81 85 166 2 2 209 186 395 768 444 1，212 

国 領 町 3 7 10 8 6 14 9 10 19 274 172 446 131 165 296 2，665 1， 895 4.560 

八 雲 4口A 1 l 1 l 2 1 2 3 189 131 320 348 188 536 

染 地 1 1 4 5 9 3 3 2，322 1，685 4.007 10 10 3，167 1，847 5，014 

深 大 寺 元 町 87 80 167 1 1 5 l 6 106 91 197 487 315 802 

4 4 729 431 1，160 
深 大 寺 北 町

深大寺東町 4 2 6 1 1 3 3 3 3 28 33 61 757 435 1，192 

深大寺南町 1 1 l 1 2 1 1 2 1 1 2 192 135 327 414 230 644 

佐 須 町 2 1 3 3 2 5 1 1 2 3 l 4 683 4 11 1，094 845 446 1，291 

柴 崎
3 3 l 1 145 129 274 983 608 1，591 

入 間 町 2 3 5 634 576 1，210 693 582 1，275 

東つつじク丘 1 1 1 1 370 280 650 2 2 502 324 826 

西つつじク丘 4 7 1 1 2 2 284 109 393 l 5 6 18 23 41 1，991 1，344 3，335 

若 業 町 5 2 7 624 391 1，015 1 1 2 2 692 400 1. 092 

イ山 )11 108 96 204 167 120 287 2 2 322 232 554 

縁 ク 丘 858 745 1，603 3 3 17 6 23 923 755 1，678 

菊 野 LEa3 、 4 4 3 3 1 8 7 25 6 2 8 39 26 65 710 634 1，344 

市内小計 994 872 1，866 1，4 0 0 1，285 2，685 2，148 1，503 3，651 2，726 1，911 4.637 1，828 1，3 81 3.209 23 ，783 15.370 39.1 53 

調布市外 173 72 245 24 5 29 8 1 40 121 24 1 1 35 15 15 1， 097 234 1，331 

iロ~ 計 1，1 67 944 2，111 1，4 24 1. 290 2，714 2，229 1. 543 3，772 2，750 1，922 4.672 1，843 1，381 3，224 24.880 1 5.604 40.484 



市内小中学生の登録状況 (昭和 59 年度調査結果 )3. 

調査方法は図書館K 登録されたデー3 年 K 一回の割合で実路している調査で，との調査は，

タをもと(tL，各学校別 ，学年別に仕訳をして集計したものである。

とれまでの調査は昭和 43. ，47 ， 50 ， 53 ， 56 年度K 実施をし，今回は 6 回目の調査である。

V - 5 ) V - 6 ・7 ) (図

学校別K 登録状況をみると，飛田給小が 60 %を下廻って主;-!? ，富士見台小，深大寺小がそれ

(tL次そで低い登録率と念っている。とれらの地域は市内 K 点在ナる分館との距離が比較的遠く，

児童の図書館利用K 関しては困難な地域といわ念くてはならない。

前回の調査結果と比較すると，しかし， 50 %台の学校が 2 校あったが，今回は 1 校と念!?，

全体的なレベルアップが計られた。

前回の調査3~4 年生を頂点として山型の登録率を示しているが学年別の状況をみると，

4 年生では 95 .8% で，殆ど全児童が登録してい

前回 65 %であった 6年生も 76.0 %と大巾 K ア y プし，小学生の全体の登録率は 85.0 %で全国

的 Vても高い数値を示している。

フ ';Jクトーク ，

その成ス トーリーテリング等を定期的K 実施して読書の動機づけを行つてな.!? ，

IV- 1 ) 果として高い登録率となっていると思われる。(表

V-4) 

低い学校では高い学校で 73.1 % (田中) ，中学生の場合は，学校別の格差がか念 b あ!?，

38 .9 % (調布中)となって;J:，> !? ，近 くtて分館がある場合とそうで念い場合の35.4 % (八中) . 

蔵書を多く所蔵している館K 集

中学生の行動範囲が小学生のときょ b さらに拡大しているととが

わかる。

2 年. 3年と進むK つれて登録

前回の調査結果と比べると僅かだが増えてな.!?今後の働きか

けK よって更K 拡大されるととが期待できる。

V-6 ) (図未就学児童の状況

O 才~6 才までの未就学児童(乳児・幼児)の状況であるが( 6 才児のデータは，小学 1年

5 才児では 62 .0 %と半数以

上の幼児がすで K 図書館の刺用者として登録されている。とれは，市内全域をカバーする分館

(表小学生の状況) l ( 

60 %台が 5 校で，

結果と比べ各学年とも登録率が上姐つてな!?，

る。

全館で小学校と協力をして 3 年生を対象K 図書館利用のガイダンスや，

読み聞かせ，

V-8 ・9 ) (図(表中学生の状況(2) 

状況が端的にあらわれている。ま た館別の登録状況をみると，

まる傾向が少しずつ見られ，

学年別の状況をみると， • 1 年生が 66.5 %と最も多く，

な辛子，率が低くなってしまう。

(3) 

生と重複するため若干誤差が認められるので，参考程度とする) ， 
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学校別 ・館別登録者数 (小学校 ) (表 V-6)

(登録率が 100 %以上 K なるのは重複登録のため)

ZF ぎ
中 央 館 国領分館 つつじク丘分館

登録者数 登録率 登録者数 登録率 登録者数 登録率

深大寺分館 神代分館 宮の下分館

登録者数 登録率 登録者数 登録率 登録者数 登録率

第 428 47.3 9 5 4 3 

第 173 35.3 238 48.6 6 1 4 1 

第 109 15.7 3 2 443 63.6 

八 宅号暗号 4EA 3 118 16.1 85 116 3 

富士見台 382 59.0 3 
11 

滝 坂 7 24 1 146 19.7 

深 大 寺 42 8.0 
144 27.4 36 

上 ノ 原 11 17 2 17 655 69 .4 

石 原 58 l 1 1 2 

若 業 4 8 4 

野 )1¥ 20 16 418 78.6 26 

f表 ク 丘 1 

染 地 24 25 

ヰヒ ノ A口J、 8 1 
679 741 1 1 

多 摩 )1¥ 52 9.0 
332 57.5 

杉 森 72 25 1 

大 町 5 123 26.9 230 43 .2 21 

飛 田 給 71 145 
169 34.6 

キ自 野 19 5 1 9 

国 領 56 694 86.3 17 4 11 8 

布 田 245 433 

計 1，901 1，249 718 846 918 970 

桐 朋 17 5 3 4 12 7 

晃 華 21 7 5 10 38 3 

そ の 他 49 13 31 27 87 10 

i仁h3 h 計 1.988 1，274 757 887 1，055 990 
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学校別 ・館別登録者数 (小学校 ) (表 V-6)

立で
緑 ク 丘分館 富 士見分館 若葉分館

登録者数 登録率 登録者数 登録率 登録者数 登録率

第 3 266 29.4 4 

染地分館 佐 須 分 館 言十

登録者数 登録 率 登録者数 登 録率 登録者数 登録率

6 71 799 88.4 

第 4 3 3 
一

44 9.0 10 487 99 .4 

第 3 44 
2 606 87 .1 

八 雲 L口a、 4 4 5 431 58.9 650 88 .8 

宮士見台 6 
4 2 408 6 3.1 

滝 坂 20 1 297 40.1 496 66.9 

深 大 寺 1 1 
105 20.0 338 64.4 

上 ノ 原
6 135 14 .3 843 89 .3 

石 原 579 74.3 1 4 647 83.1 

若 業 3 780 105.8 799 108.4 

野 )11 9 83 15.6 1 6 588 110.5 

緑 ク 丘 587 79.9 13 2 603 82.0 

染 地
474 80.2 1 524 88.7 

2 692 75 .5 
北 ノ 4口a、

多 摩 )11 3 
1 388 67.2 

杉 森 1 
791 85.1 890 95.7 

大 町 6 1 386 84 .3 

飛 回 給 10 
3 3 256 52.4 

柏 野 1 1 455 92 .3 491 99 .9 

国 帝頁 5 4 11 14 42 866 107.7 

148 26.1 393 69 .4 
布 回

計 640 927 1. 209 1，492 1. 280 1 2，150 85 .0 

桐 朋 6 4 20 4 7 89 

晃 望書 3 1 6 2 24 120 

そ の 他 75 12 40 44 10 398 

辺ロ、 普十 724 944 1，275 1，542 1，321 12 ，757 

- 64 -
- 65 -



学校別 ・学年別登録者数 (小学校 ) (表 V-7)

(登録率が 100 係以上K 念るのは重複登録のため)

医ミ空 1 年 2 年 3 年

児童数 登録者数 児 童 数 登録者数 児 童 数 登録者数

4 年 5 年 6 年 iロ，. 言十
登録率

児童数 登録者数 児童数 登録者数 児童数 登録者数 児童数 登録者数

第 131 106 14 1 127 144 1 18 167 168 168 135 153 145 904 799 88 .4 

第 72 58 70 61 78 82 
一

73 100 97 74 100 11 2 490 487 99.4 

第 93 72 107 85 123 1 18 137 142 109 90 127 99 696 606 87.1 

八 設 AロA 120 95 108 95 113 109 122 135 121 111 148 105 732 650 88 .8 

富士見台 108 61 104 67 109 77 92 62 126 88 108 53 647 408 63.1 

滝 坂 123 73 110 72 121 89 110 84 141 102 131 76 741 496 66.9 

採 大 寺 78 47 87 37 76 51 77 44 107 85 100 74 525 338 64 .4 

上 ノ 原 145 1 1 4 151 116 139 121 167 176 162 174 180 142 944 843 89.3 

石 原 109 90 117 108 137 121 150 126 136 120 130 82 779 647 83.1 

若 業 104 109 127 136 114 124 129 145 119 128 144 157 737 799 108.4 

野 )1¥ 105 86 85 90 76 128 78 91 91 99 97 94 532 588 110.5 

非暴 ク 丘 103 89 99 91 112 116 141 1 1 6 147 102 133 89 735 603 82.0 

染 地 68 61 82 76 96 89 102 102 121 106 115 90 591 524 88.7 

ヰヒ ノ 4ロ、 142 110 133 114 126 104 169 128 184 129 162 107 916 692 75.5 

多 員辞 )1¥ 92 46 87 60 110 82 99 75 76 54 113 71 577 388 67.2 

杉 森 149 138 146 139 152 148 152 160 169 163 162 142 930 890 95 .7 

大 町 69 62 68 68 73 61 82 60 81 67 82 68 458 386 84.3 

飛 回 給 79 30 74 30 74 60 96 48 78 55 88 32 489 256 52 .4 

4自 野 72 74 85 86 76 82 95 97 72 65 93 87 493 491 99.9 

国 領 98 95 137 150 151 147 139 238 151 139 128 97 804 866 107.7 

布 国 92 54 83 68 82 62 104 85 107 72 98 52 566 393 49 .4 

計 2，152 1. 670 2，202 1，877 2，283 2，089 2.4 8 7 2，382 2，563 2，158 2，599 1，974 14 ，286 1 2，1 5 0 85.0 

登 録 率 77.6 85.2 9 1. 5 95 .8 84.2 76 .0 

桐 朋 11 1 2 16 16 22 12 89 

Jt 主産 10 18 21 25 24 22 120 

そ の {出 63 39 55 90 70 81 398 

合 計 1，754 1，946 2，181 2，513 2，274 2，089 12 ，757 
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学校別・館別登録者数 (中学校 ) (表 V-8)

工主竺
中 央 館 国領分館 つつじク丘分館

登録者数 登録率 登録者数 登録率 登録者数 登録率

調 布 133 12.5 

深大寺分館 神代分館 宮の下分館

登録者数 登録率 登録者数 登録率 登録者数 登録率

9 8 

神 代 22 1 202 16.0 1 65 1 3.1 

第 一 218 15.9 72 5.3 

第 四 13 1 3 77 9.3 30 1 

第 五 1 61 16.4 8 
13 282 28.7 

第
ームー 26 234 43.2 39 
ノ、

5 

第 七 56 41 2 7 

第 ;i 、 1 3 
2 

言十 630 37 1 119 211 222 291 

桐 朋 17 8 1 1 1 5 2 

晃 華 5 1 1 2 3 

そ の 他 84 20 7 24 52 21 

-@- 計 736 400 128 238 292 3 14 

立で
緑 ケ丘分館 富士見分館 若葉分館

登録者数 登録率 登録者数 登録率 登録者数 登録率

調 布 250 23.4 

染地分館 佐須分館 計

登録者数 登録率 登録者数 登録率 登録者数 登録率

2 13 415 38.9 

ネ申 代 3 
124 9.8 517 4 1. 0 

第
1 519 37.9 3 813 59 .3 

第 四 9 1 460 55.6 1 605 73 .1 

第 五 3 1 4 472 48.1 

第
...J.... 4 
ノ、

3 311 57 .4 

第 七 2 2 1 267 44.1 378 62.5 

第 八 155 32.6 6 1 168 35.4 

計 164 259 474 527 411 3，679 5 1. 6 

桐 朋 8 2 16 7 10 87 

晃 華 2 4 5 23 

そ の 他 43 17 40 26 24 358 

βE3 h 計 217 278 534 560 450 4，147 
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学校別・学年別登録者数(中学校) (表 Y- 9)

通ぞ
1 年 2 年 3 年 言十

登録率

生徒数障録者数 生徒数登録者数 生徒数登録者数 生徒数登録者数

調 布 375 255 359 109 333 51 1，067 41 5 38.9 

神 代 410 236 441 192 411 89 1. 262 517 4 1. 0 

第 443 272 435 274 493 267 1，371 813 59.3 

第 四 289 255 259 154 280 196 828 605 73.1 

第 五 354 203 306 156 321 113 981 472 48.1 

第 ームー 203 145 181 107 1 58 59 542 311 57.4 
ノ、

第 七 230 198 183 98 192 82 605 378 62.5 

第 八 161 76 160 59 154 33 475 168 35.4 

計 2，465 1，640 2，324 1，149 2，342 890 7，131 3，679 5 1. 6 

登録率 66.5 49 .4 38.0 

桐 朋 36 1 9 32 87 

晃 華 7 7 9 23 

そ の他 161 117 80 358 

iロh 計 1，844 1. 292 1，01 1 4.147 

学校別登録率の推移 (中学校 ) (図 Y - 4) 

( ) 内は開校年月

(第)

l∞ 

DI~~ 

登
録
宅
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学校別登録率の推移(小学校) (図 Y-5)

{員百)

DID~ 
108 .4 

110.5 

(%) 107 .7 

1∞ 鈎 9

飽 7

80 
85.0 

69 .4 

~ 

40 

20 

学
校
名

登
録

rw
平均
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貸出状況4. 
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昭和 54 年以降徐々 K 上向きの傾向を示してきた。との間，

しか

59 年以降その傾向は後退し，今年度も前年の冊数を約 6.000 冊下廻る 666.784 冊K 滅少し

57 年K 佐須分館がそれぞれ開館し冊数の上昇を支えてきたと言える。

貸出冊数の推移を年度別Vてみると，

55 年に染地分館，

し，

登録状況と同様VL ，成人では約 10 ，000 冊の伸びを示しているのK 対した。との内訳をみると，

とれは駅前の使刺さ

V-7) 

中央館が各分館の約 2 倍の貸出しであるが，

児童は約 16.000 冊の滅となっている。(図

館別K 貸出状況をみると，

て，
十T
Cコ

i"¥' 十T
N 

十T
M 

十T
司

十?
Lrl 

十で
~ 

怨;t.;
4Il 4n 

中央館の規模・機能等の拡大が計られれ中央館の蔵書規模等の関係で当然のととであ 9，や，限延

その差は更K 広がっていくと考えられる。ば，

染地分館が昨年同様他の分館を大きく上廻ってあサ，各分館をそれぞれ比較してみると，又，事司。回申

宮の下のJ聞となってま"9 ，昨年と比べて若干の入れ替え若葉，富士見国領，神代，次いで，

児童の貸出しは 4 館

現在図書館κ登録されている団体は 44 団体である。その大半が幼児や児童をかかえている文

が見られるが地域としては昨年とほぼ同様の結果となっている。

一方，刺用者別tてみると成人の貸出しは 7 館で昨年を上廻っているが，

団体貸出

v- 13 ) (表で昨年を上趨っているにとどまった。

v - 11 ) (表(2) 

持集

(c 

〉

図

訴
榊
幅
制
桝
Q

幼稚園等である。庫や，学校，

団体貸出しがある程度定着してきたと言える。特VL貸出しの実績は昨年とほぼ同様であ 9，

文庫の活動もさるととながら，学校との協力事業tてもとづいた学校図書館注目すべきととは，

や，学級文庫への貸出しである。とれらは団体貸出冊数の 75 %バーセントを占めてお> 9，協力ギ

事業が順調K 進められ，先生方の図書館K 対する期待が大きくなってきているととを示してい

る。若葉分館は若葉小学校全クラスK 読書の時聞を通して定期的K クラス単位の貸出しをして

いるので，特K 冊数が多くなっている。

v- 12 ) (表予約状況(3) 

民
卦
損
以
爪
{
一
問
題

図書館では，貸出中等の理由K よって，利用者K 求める図書資料をその場で貸出せないとと

がある。その場合，刑用者はその図書資料を予約するととができる。それを予約制度と言う。}低
苅F

当館では 57年 4 月から，予約図書受付件数の調査を開始したが，貸出状況と同様，今年度は昨

児童図書は約 500 件減少した。年度よ D成人図書は約 300 件増え，

(注)

的
噌
-
【

由
ト
由

最近 6 年聞の図書館の動き K ついては，表v- 14 参照唱
題発FO

O
H 

0

0
N 

。
。
的。。

噌
。
。
由

o
o
u 

。。ト
(

〈

)

-72 ー 一 73 一



館別個人貸出冊数 (表 v- 10 ) 

資¥ ¥料¥別 、館¥ 別¥ 中央館 国領分館
つつじク丘 深大寺分館 神代分館 宮の下分館
分館

雑 誌 5，819 2，567 3，652 1， 929 2，741 2，690 

郷土資料 1 75 

成人図書 71 ，675 31 ，304 14 ，905 20 ，4 1 3 32 ，736 26 ，776 

計 77.669 33 ，871 18 ，557 22 ，342 35 ，477 29 .4 6 6 

児童図書 39 .411 26 ，668 21 ，309 1 5，232 22 ，316 22 ，555 

i口L 計 11 7，080 60 .5 39 39.866 37 ，574 57 ，793 52 ，02 1 

緑ケ丘分館 富士見分館 若葉分館 染地分館 佐須分館 計 係

3，247 2，666 3，620 4，330 3，198 36 ，459 5.5 

175 

23 ，496 25 ，038 29.207 42 ，862 23 ，637 342 ，049 5 1. 3 

26 ，743 27 ，704 32 ，827 47 ，192 26 ，835 378 ，683 56.8 

18.598 29.712 24 ，337 44 ，765 23 ，198 288 ，1 0 1 43.2 

45 ，34 1 57 ，416 57 ，1 64 91 ，957 50.033 666 ，784 

館別団体貸出冊数 (表 v- 11 ) 

4団 I別u-----.:竺- 別
中央館 国領分館

つつじク丘 深大寺分館 神代分館
分館

団 体 数 5 2 5 3 5 

成 人 5 1 19 

寸ふふらー 校 1，9 10 162 79 200 

貸出冊数
文庫等 277 608 403 144 780 

ir 計 2，1 87 770 482 395 799 

宮の下分館 緑ケ丘分館 富士見分館 若葉分館 染地分館 佐須分館 計

5 4 4 5 4 2 44 

217 4 291 

527 46 1，265 8，4 5 2 273 1 2，91 4 

358 913 307 132 258 4，180 

885 1.1 7 6 1，572 8，588 258 273 17 ，385 

館別予約図書受付件数 (表 v- 12 ) 

語ト竺J 中央館 国領分館
つつじク丘

深大寺分館 神代分館
分 館

成人図書 2，367 1，026 929 674 1，322 

児童図書 467 376 215 174 312 

iロ~ 計 2.834 1，4 02 1，1 44 848 1. 634 

宮の下分館 緑ク丘分館 富士見分館 若葉分館 染地分館 佐須分館 言十

909 992 856 546 1，502 646 1 1，769 

364 385 433 395 1，368 230 4，719 

1，273 1，377 1， 289 941 2，870 876 1 6，4 88 

-74 ー に

u
n
d 



年度別 ・館別貸出冊数 (表 v- 13 ) 

員玄¥~乏里 4 1 5 1 5 2 5 3 5 4 5 5 5 6 5 7 5 8 5 9 6 0 6 1 

中 央 館 1 0，11 5 80 ，093 81 ，262 75 ，982 72 ，697 75 .1 35 81 ，207 77 ，898 75 ，104 75 ，986 74.269 77 ，669 

国 領 分 館 21 ，968 25 ，1 34 26 ，938 25 ，650 26 ，454 29.727 28 ，635 3 1，562 31 ，545 34.245 33 ，871 

つつじク丘分館 1 5，248 16 ，64 7 14 ，022 13 ，637 1 7，59 7 21 ，682 20 ，248 20.909 20 ，152 19 ，4 4 8 18 ，557 

成 深大寺分館 23 ，874 23 ，504 1 6，4 9 2 1 9.251 21 ，032 22 ，244 24 ，4 9 4 25 ，273 24 ，533 23 ，229 22 ，342 

神代分館 32 ，250 3 1. 5 67 28 ，838 27.945 29.776 30.331 29 ，643 29.643 31 ，748 33 ，899 35 ，4 7 7 

宮の下分館 15.208 1 7，1 1 2 1 5.614 16 ，395 1 8，333 19.243 20 ，555 22 ，058 23 .1 75 25 ，553 29 ，466 

緑ク丘分館 17 ，6 1 4 20 ，777 20 ，475 1 9，4 1 7 16 ，950 17 ，90 2 18.258 20.764 23 ，263 25 ，4 1 7 26 ，743 

富士見分館 1 7，334 17 ，4 9 6 1 5.514 16 ，564 19.351 20 ，862 24.009 26 ，382 26 ，4 1 5 27 ，278 27 ，704 

人 若葉分館 26 ，632 32 ，082 3 1，654 29 ，557 28 ，267 30 ，666 29.685 28 ，911 3 1. 659 32 ，642 32 ，827 

染地分館 25 ，082 29 ，569 33 ，595 39.883 40 ，194 43 ，764 47 ，192 

佐須分館
1 9，1 75 28 ，81 1 30.152 28 ，587 26 ，835 

計 10 ，11 5 250 ，221 265.581 245.529 241 ，113 277 ，977 303 ，4 33 326 ，1 95 349 ，4 33 358 ，822 368 ，331 378 ，683 

指 数 100 2.4 7 4 2，626 2，4 2 7 2，384 2，748 3，000 3，224 3，4 5 5 3，547 3，641 3，744 

中 央 館 5，587 63 ，687 67 ，653 60 ，247 54.480 47 ，694 5 1，262 47 ，758 44 ，649 41 ，706 37.722 3 9，4 11 

国領分館 31 ，773 32 ，434 30 ，472 28 ，967 30 ，4 2 6 38 ，058 33 ，642 36 ，399 32 ，668 31 ，239 26 ，668 

つつじク丘分館 40 ，957 41 ，531 35.740 32 ，4 6 7 3 1. 547 32 ，4 2 9 30 ，961 32 ，7 1 5 30 ，085 24 ，250 21 ，309 

児 深大寺分館 31 ，675 32 ，904 23 ，943 26 ，755 26 ，1 83 24 ，652 24.963 24 ，305 22 ，589 18 ，474 15 ，232 

神代分館 36 ，642 35 ，1 35 3 2，7 4 7 30 ，927 30 ，888 29 ，1 20 27 ，238 24 ，868 23 ，577 22 ，250 22 ，316 

宮 の 下 分 館 29 ，548 3 1，1 34 30 ，194 28 ，054 28 ，184 26 ，709 24.641 23 ，227 23 ，331 21 ，682 22 ，555 

緑ク丘分館 35.863 37 ，4 38 36 ，688 35 ，694 29 ，027 25 ，230 24.554 24 ，522 24 ，091 2 1，1 25 18 ，598 

富士見分館 33.146 33 ，647 32 ，4 2 2 29 .4 6 3 28.989 29 ，789 34.783 33 ，23 1 29.886 30 ，394 29 ，712 

童 若葉分館 34 ，4 7 2 34.262 32 ，970 28 ，974 24 ，949 28 ，137 28 ，039 27.081 30 ，582 26 ，148 24 ，337 

染地分館 40.164 4 1，79 1 47 ，61 3 50 ，678 48 ，247 44 ，680 44 ，765 

佐須分館 27 ，4 34 30 ，984 31 ，203 26 ，377 23 .1 98 

言十 5，587 337 ，763 346 ，138 31 5，4 23 295 ，781 31 8，051 327 ，177 351 ，626 352 ，659 337 ，965 304 ，341 288 ，1 0 1 

指 数 100 6，046 6，195 5，644 5，294 5，691 5，856 6，293 6，312 6，049 5，4 4 7 5，157 

中 央 館 15 ，702 143.780 1 48 ，91 5 136 ，229 127 ，177 122 ，829 1 3 2，4 69 125 ，656 1 19 ，753 117 ，692 111 ，991 117 ，080 

国 領 分 館 53 ，741 57.568 57 ，4 1 0 54 ，617 56 ，880 67 ，785 62 ，277 67 ，961 64 ，213 65 ，484 60 ，539 

つつじク丘分館 56 ，205 58 ，178 49 ，762 46 ，104 49 ，144 54.111 51 ，209 53 ，624 50 ，237 43 ，698 39 ，866 

ぷE』2 深 大寺分館 55 ，549 56 ，4 0 8 40 ，435 46 ，006 47 ，21 5 46 ，896 49 ，4 5 7 49 ，578 47 ，122 4 1，703 37 ，574 

神代分館 68 ，892 66 ，702 61 ，585 58 ，872 60.664 59 ，4 5 1 56 ，881 54 ，644 55 ，325 56 ，149 57 ，793 

宮の下分館 44.756 48 ，246 45 ，808 44 ，4 4 9 46 ，51 7 45.952 45 ，1 96 45.285 46 ，506 47 ，235 52 ，021 

緑ク丘分館 53 ，4 77 58 ，215 57 ，163 55 ，11 1 45 ，977 43 ，132 42 ，812 45 ，286 47 ，354 46 ，542 45 ，341 

富 士 見 分 館 50 ，480 51 ，143 47 ，936 46 ，027 48 ，340 50.65 1 58 ，792 59 ，61 3 56 ，301 57 ，672 57 ，4 1 6 

計 若葉分館 6 1，1 04 66 ，344 64.624 58 ，53 1 53 ，21 6 58 ，803 57 ，724 55 ，992 62 ，241 58 ，790 57 ，164 

染地分館 65 ，246 7 1，360 81 ，208 90 ，561 88 ，4 41 88 ，4 44 9 1，957 

佐須分館 46 ，609 59 ，795 6 1，355 54.964 50.033 

言十 15 ，702 587 ，984 6 11 ，7 19 560 ，952 536 ，894 596 ，028 630 ，610 677 ，821 702 ，092 696 ，787 672 ，672 666 ，784 

指 数 100 3，745 3，896 3.572 3，419 3，796 4，016 4，316 4，4 71 4，4 3 8 4.284 4，246 
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年 度別貸出冊数 (図 V-7)

1o 20 3 40 O 60 70 万冊

1 5，702 ( 5，587 ， 10.115 ) 

49 .704 ( 23 ，397 ， 26 ，307 ) 
阪務務後援現 | 

8 1. 4 9 3 ( 4 1. 20 6 ， 4 0.2 8 7 ) 児童図書一般図書

1 1 3，736 ( 6 4.29 9 ， 49 .4 37 ) ※ 昭和 49 '年より 1 人 2 冊貸出となる

1 64.56 8 ( 98.6 e 7 ， 6 5，9 4 1 ) 

207 ，243 ( 1 28 ，554 ， 78 ，689 ) 

289.643 ( 18 3，149 ， 106 ，4 94) 

299.613 ( 182 ，74 1 ， 116 ，872 ) 

図書館活動 6 ヶ年間の実績 (表 V-14)

年度 5 6 5 7 5 8 5 9 

登録率
一37一84ー~X10O=Q1. 2 一184 一00一76一13一61 刈 0O=Q 2.5 一一40一3一1ー2刈 0O=Q 2.2 一14840 一23 一H X10 O=Q1. 9(市内登録者数 X 100 、) 178814 181942 人口

市民 1 人当りの貸出冊数
630610 = 3.53 694732 =38 4 718780 = 3.95 714091 = 3.88 

( 貸出冊数 ) 178814 180731 181942 184253 人口

登録者 1 人当 D の貸出冊数
630610 =1 5.9 694732 = 16 .4 718~8~ = 17 .2 714091 = 17.1 c貸出冊数 ) 39773 42354 41818 41791 登録者数

l 目当 b の貸出冊数
630610 = 272 694732 = 264 718780 714091 = 240 

( 貸 出 冊 数 ) 246 
2317 2633 2923 2978 

開露日数

1 冊当 D の利用回数
63 .0 610 =2.2 694732 =2 718780 = 2.1 714091 

2.1 ( 貸出冊数 ) 283690 323167 =2 .1 341378 340982 蔵書数

市民 1 人当りの年間受入冊数
48822 = 027 41508 = 0.23 39756 = 0.22 36823 = 0.20 

(年間受入冊数) 178814 180731 18194 2 184253 
人口

登録者 1人当b の年間受入冊数
48822 = 1. 23 41508 = 0.98 39756 =0.95 36823 = 0.88 

(年間受入冊数〕
39773 42354 41818 41791 登録著数

市民 1 人当 P の蔵書冊数
283690 = 1. 59 323167 = 1. 79 341~7~ = 1. 88 340982 = 1. 85 

( 蔵書数 ) 178814 180731 181942 184253 天口

市民 1 人当 b の図書購入費
58291 千円";' 326 51898 千円=28 7 53959 千円=297 49990 千=円 271 

( 図書購入費 ) 178814 180731 181942 184253 人口

※ 57 年度以降の貸出冊数は団体貸出冊数をも含む。

54 1. 909 

616 ，083 

587 ，984 

611 ，719 

60.952 

536 ，894 

96 ，028 

6 0 

一183 一97一25一45 ー48 ×100 =21 1 
187244 

690570 
3.69 

187244 

690570 = 16 .9 
40899 = 1 

6905~0 = 240 
2883 

690570 =2 .0 
345429 

38484 =0 .21 
187244 

38484 = 0.94 
40899 

34542~ = 1.8 4 
187244 

49955 千円 267 
18724 4 

630 ，6 1 0 

677 ，821 

702 ，092 

696 ，787 

672 ，672 

666 ，78 4 

6 1 

一183一99一71一45 ー73 ×100 =2 0.6 

684169 =3. 61 
189747 

684169 = 16.9 
40484 

684 16 9 =23 6 
2902 =23 

684169 = 1. 9 
359422 

36568 = 0.19 
189747 

36568 =0.90 
40484 

35942: = 1. 89 
189747 

73139 千円 385 
18 9747 



VI ハンディキャップサービス

公共図書館は iすべての住民の学習権の保障 J i いつでも・どとでも ・だれでも利用できる

図書館」を目標としている。その意味で，ハンディキャップサービス(以下 H C サーピス)は ，

「図書館利用にハンディキャップのある人々へのサーピス」として位置づけられ，図書館利用の

ための条件整理をするととが基本であ!J.何ら特殊念サーピスでは左い。

調布市立図書館K 辛子ける H C サービスは，昭和 54 年 4 月打合せ会が発足し，その体制づくりが

始まった。内容は，主K 視覚障害者を対象とした朗読サービスと，点訳サービスを中心K 行ってい

る。とと数年，具体的K 他の図書館と比較しでも，点訳の枚数，対面朗読の実施数，テープ雑誌

の貸出数念どは飛躍的な伸びを示している。また，今年度は朗読ボランティアだけでなく，点訳

ボランティ 7VL 対しても謝礼が支払われるよう K なったのは大きな成果といえる。とのように

利用者の増加K 伴い業務量も増大してな!J .新中央館 K むけて，予算 ・人員 ・技術 ・組織などの

体制も整備されなければならない。

とれまでの H C サービスは視覚障害者を中心K すすめてきたが，今後は，視覚障害者以外K つ

いてもサービスの範囲を広げ，文字通!J i だれでも 」利用出来る図書館を目指していかなければ

(3) 対面朗読 (図 VI-4 ・5 ) 

利用者は多少変化しているが，総数K 大きな変化はない。個人の利用頻度K よって数値がかな

b変わってくるサービスである。対面朗読室が中央館と離れたととろ K あるため，調べものや準

備K 時間を要し，時K は刺用が重なり，調整K 苦心する場合もある。録音室，対面朗読寧の完備

した新中央館の待たれるととろである。

録音テープ所蔵状況 ( 図 VI - 1 ) 

| 当館作成テープJ I市販 ・寄贈テープ |

5 8 208 タイトノレ 735 巻 1 249 タイトノレ 305 巻

5 9 244 タイトノレ 948 巻 1 320タイトノレ 390 巻 ，、

6 0 260 タイト Jレ 1276 巻 1 369 タイトノレ 484 巻

6 1 305 タイトノレ 163 1巻 1405 タイト川81 巻

多多 500 1000 1500 2000 

ならない。

1 朗読サービス

昭和 57年から朗読ボランティア養成講座を開始した。その受講者は，終了後も継続して朗読の

向上を目指している。 61年度は，その朗読ボランティア 38 人の協力を得て，録音テー プの作成

と対面朗読を行った。

録音テープ利用者数 (図 VI - 2 ) 

(1) 録音テープの所蔵状況 (図 VI- 1 ) 

当館作成テープは. 61 年度も 46 タイト ノレ増え，総数で 1.631 本となっている。とのうち 43 タ

イト ノレが リクエス トK よるものである。との場合，普通の出版物のまま では刺用で きない読者の

ためVL . 各著作権者K 依頼し，テープ化する許諾を得ている。ほとんどの著作権者が快〈承諾し

てくれる中で，著作権問題をはじめ様々な条件がつけられるなど，許諾が受け K くい状況も生じ

ている。

また，市販テープは内容の良いものを選び，年次的K 整備していきたいと考えている。

(2) 録音テープの利用状況 (図 VI-2 ・3 ) 

テープの刑用は，所蔵の状況K 比例して増加している。また，国立国会図書館 ・日本点字図書

館 ・都立中央図帯館を中心として，全国規模の目録が整備されてきたため，図書館間の相互貸借

が盛んK な!J. 61 年度の他館へ貸出した録音テープは 43 タイ トJレK 及んでいる。

近の傾向としてはテーフ・雑誌の刺用が多<. W 文芸春秋~ (テープ全 12 巻)や『暮しの手

帖~ (テープ全 4 巻)など 10 種類のテープが，年間で 2，842 本貸出 K なった。
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録音テープ貸出巻数 〈図司 - 3 ) 
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対面朗読利用者数 (図 VI - 4 ) 対面朗読実施回数 〈図 VI - 5 ) 2. 点訳サービス (表 VI - 1 ) 

791 

点字図書は，スペースなどの関係で購入していない。ただし，総合福枇センター(対面朗読室)

vc ，各地の関係機関から送られてくる目録類ゃ，ボランティア作成K よる点字図書を置いている。

それらは，対面朗読を受ける利用者K 読まれ，またそとから新たなリクエス トが生じる。

一方，点訳プライベートサービスは， 61 年 4 月よ D点訳ボランティアへの有償化をしたとと K

よ9，利用者側の気持の負担を軽減する事ができ，利用は順調K 伸びている。利用者の要求K 対

応できる体制作 9 (点訳技術，ボランティアの人数 ，予算)はまだ十分とはいえないが，年間

1，200 枚の点訳サービスは，東京都公立図書館協議会(実施館 11 館)の中でトップクラス K 位置

した。内容は，仕事K 必要な資料，就職のための参考書，小学校の教科書のほか，新たに地図を

立体化した触図，幼児を持つ全盲の両親のための点字絵本などの作成である。利用者は増えてい

るが，時限者のよう K 教養的なものや趣味的なもののリクエストでは左< ，生活上，最低限必要

なものをリク エス 卜しているととがわかる。

800 

700 
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500 

400 

300 

200 

10 20 

※ 対面朗読K なける東京都

平均の登録者数は，的 年度

以前の統計は念し。
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70 69 
点鰍数(両面) I点訳ホヲンティア | 点字本の所蔵

自館作成 | 寄 贈

点訳サービス実施状況 ( 表百一 1 ) 
品ー一ー・

61 ー・‘・・ー・ーー・ーー-・

年度
58 61 

回数 1，200 枚 1 4 人
30 タイトノレ 6 千冊 1108 タイトノレ 146 冊

※対面朗読は 1 回 2時間で行っている。

3. その他の状況

拡大写本のリクエス卜( 1 タイト ノレ ・5 冊)があタ ，他の公共図書館よ b 借用した。また，市

内K 拡大写本ボランテイア自主グループ「そよ風」が誕生した。今後，弱視者や高齢者向けのサ

ービスとして刺用が見込まれる分野なので，大型活字本の購入や拡大写本の作成も検討していく

必要がある。また，さわる絵本も定期的K 借用して，利用K 供している。

4. P R 活動 (表 VI - 2 ) 

PRvc は，視覚障害者の少ない情報量を補うための情報提供サーピスと，未利用者の開拓のた

めの利用案内の二点があげられる。他市の図書館の状況からみても，定期的t亡きちんと P R をし

ている館は，よb 多くの利用実績Vてつながっている。 ζ のととからも， P R活動は特K 重要であ

る。『盲人福祉協会ニュ ース』は，陪和 54 年か ら発行してお， 9 ，年々ととからのリクエス トが多

くなってきている。また，61 年度は刺用者の拡大を目指すために，市内在住の 1 級の視覚障害者

K 録音テープ目録を発送した。その結果，新たUてサービスを受けたいという申込みが 7 人あり ，

P R の重要性が見直された。また，最近利用のない登録者の状況も確認でき，今後も継続した働

きかけを行っていく必要がある。調布 ブ ライユ (点訳サ ーク ル〕
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61 年度の PR 活動 (表 VI - 2 ) 

事業名 内
n廿... 備 考

調布盲人福祉 。新刊の紹介 「調布盲人福祉協会」を通じて

協会ニュース 。新しいテープのな知らせ 発行(テープ版)

(盲協ニュース) 。新聞のニュースから 利用者( 2 0 人)

。図書館だよタ

新着図書案内 。毎月発行している新刊目録のテープ版 利用者( 7 人)

刺用案内
。福祉事務所の協力をえて市内在住の 1 級の 墨字版

録音テープ目録
方と現利用者(約 120 名)~発送 テープ版

( 61 年度版) 点字版(希望者)

市報への掲載 。刺用案内 年 2 回

5. ボランティアの養成

事業名 期日 ・参加人数 ・会場 講 師 及 び 内 n廿..， 

朗読ポランティ 4 月 7 日 2 4 人 朗読ボランティアが集ま 9，情報交換等の懇談と，ボ

アの集い 総合福祉センター ランティアの登録手続

点訳ポランティ 4 月 9 日 2 5 人 点訳ボランティアの登録手続き

ア登録会 総合福祉センター (点訳サービスの有償化説明)

6 1年 6 月 12 日~

点訳講習会 62 年 2 月 26 日 点字出版所「雑草の会 」 織田洋

(初級〉 (全 14 回〉 3 0 人 点訳の基礎と応用，交流会

総合福祉センター

9 月(全 5 回 ) 1 3 人 点訳ボランティア 槌本道子

触図の勉強会
中 央 館 触図技術の基本と製作

朗読ボランティ 11 月 11 日 2 5 人 音声表現総合研修所 坂井清成

ア講演会 総合福祉センター 朗読ボランティアの心構えと実際

{ボランティアグループ)

グノレーフ.名 人数 ・定例日 ・会場 代表者 内 廿"... 

調布ブラ イユ 28 人第 2・4 水曜日 打ち合せと校正

槌本道子

(点訳) 総合福祉センター

ちょうふ水曜会 25 人 第 4 水曜日 作製テープを聞きあい，講評する

上回千代子

(朗読) 総合福祉センター
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W 集会 ・学習活動

1 集会 ・学習活動の状況

調布市立図書館では，開館以来さまざま念集会学習活動を実施し，積極的K 図書館側から市

民K 働きかける動態的念図書館活動を展開してきた。 ζれらの活動は，読書への啓蒙と図書館

利用の促進を図るだけでなく，読書を通して生まれた市民一人ひと b の多様な学習意欲と文化

的要求K対して，図書館が地域で学び創造する機会と場を提供する活動であ 9，読書を媒体と

する，生活K 根を下した生涯学習の確立を目的としている。

現在行っている事業は，図書館が主催する事業と，図書館を拠点K 活動している市民の自主

的な読書会や研究会等のサークノレの連合体である 同調布ブッククラブ"の事業と K 大別する

ととができる。図書館は，新鮮で評価の高い各分野の図書をテーマ K した講演会や講座を中心

K 事業を行い，市民が自由 K 参加できる機会を提供している。特に今年度は，図書館開館 20

周年記念行事と国際平和年を記念した講演会，映画会を実施した。とれらの内容を録音したカ

セァトテープは，中央館で図書と同様K 刺用K 供され，直接参加でき左い多くの市民K 鑑賞さ

れている。一方，調布フ・ッククラブは，聞かれた市民の学習，創造の場として幅広い活動を展

開し，会員個々の生涯学習の確立K 努めた。

図書館と調布ブッククラ ブの協力K よ9，例年 2 月K 開催している「図書館まつ 9 Jは，今

年で 15 回を数える K 至った。とれは，約ーク月間K 集中的に事業を実施する，図書館K むいて

最も規模の大きい集会学習活動である。内容は，多様左市民の要求K 応えるため，各種講演会

映画会，市民俳句会，短歌会等多岐にわた 9，今回も多くの市民が参加した。

2. 行 事

(1 )講演会

事業名

文化講演会

図書館開館 20

周年記念講演会

講 演 会

期日 ・参加人数・会場 講師及び内容

11 月 6 日約 1 60 人 山形県高畠町教育委員長 ・百姓 星寛治

総合福祉センター 「すでK 秋 ・野の声土の声 」

11 月 22 日約 250 人 b 茶の水女子大学教授 小川向Jj

グリ」ンホーノレ(イウ 「とれからの図書館K 求められるもの 」

12 月9 日 約 50 人 東洋信託銀行総合財務相談室長青野忠道

東洋信託銀行 「知 bたい間接税考えたい年金 ・相続税」
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(2) 地域講演会 ( )内は共催団体

事業名 期日・参加人数・会場
講師及び内容

第三中学校地域 9 月 20 日 約 250 人 アナウンサー 中西龍 (第三中 P T A )

講演会 第三中学校 「言葉はしみじみと一私の日記から」

野川小学校地域 10 月 8 日 約 250 人 童話作家宮川ひろ (野川小 PTA)

講演会 野川小学校 「春駒のうたと私一心の豊か|さをどう育てるか」

11 月 29 日 約 3 00 人 作家高史明 (晃華学園 PTA)

佐須地域講演会
晃華学園 「生きとし生けるいのちの優しさ」

国領小学校地域 1 月 17 日 約 100 人 アナウンサー 中西龍 (国領小 PTA)

講演会 国領小学校 「女性の生き方」

(3) 講座 ・講習会

教育講座 7 月 8 日 約 180 人 テレピ朝日キャスター 江 森 陽 弘

第 1 回 グリ ーンホーノレ(小) 「子ども の環境を考える 」

教育講座 7 月 12 日 約 100 人 文蔵小学校教諭 大畑佳司

第 2 回 総合福祉センター 「つまずく子ども一親の役割，教師の取組み 」

教育講座 7 月 16 日約 250 人 作家 高 史明

第 3 回 グリーンホーノレ(小) 「子どもの心の傷とうめきをどうとらえるか 」

11 月 7 ・21 日各 60 人 豊川保育園保母 中村柾子

児童文学講座
総合福祉センター 「子どもの成長と絵本」

3 月 10 日 20 人 人形創作家 三木和子

手袋人形講習会
市民センター 「ねずみ くん 」人形の製作

(4) 著者を囲む会

10 月 5 日約 50 人 |作家 田久保英夫

著者を囲む会
総合福祉センター テキスト 「海図」
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(5) 国際平和年記念行事

事業 名

平和鼎談

国際平和年

記念講演会

名画鑑賞会

(6) 映 画会

名画鑑賞会

名画鑑賞会

第一小学校地域

映画会

(7) その他

年賀状展

期日・参加人数・会場

8 月 6 日 約 200 人

グリーンホーノレ(小)

8 月 20 日 約 280 人

グリーンホーノレ(小)

9 月 17 日 約 400 人

中央公民館

5 月 10 日 約 1 50 人

中央公民館

3 月 14 日 約 300 人

中央公民館

7 月 2 日 約 400 人

第一小学校

1 月 13 日 ~24 日

中央館

3. 図書館まつり(第 15 回)

日本の名歌 2 月 1 日 約 250 人

冬を歌う 中央公民館

2 月 3 日 約 150 人
著者を囲む会

市役所 8 階

講師 及び内容

映画監督 岡本愛彦，作家 中野孝次，評論家

山川暁夫 「広島原爆の日 K 平和を耕す」

作家 今西祐行

「平和への道」 一生き残った命をかかげてー

映画 「この子を残して J ( 原作永井隆 )

室主菅木下恵介/主演加藤剛

映画 「典子は，今」 監督松山善 =

主演辻典子

映画 「五番町タ霧楼」 (原 作 水 上 勉 )

監督 田坂具隆/主演佐久間 良子

映画 「典子は，今」

(第 一小学校PTA と共催)

現在活躍されている作家 ・評論家・芸術家等の

直筆賀状を展示した。

声楽家 大 内 需 恵 磨

焚火，雪，ペチカ，雪の降る街を，砂山ほか

作家 良永勢伊子

テキスト 「赤い夕日 の大地で」
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事業名 期日 ・参加人数 ・会場 講師及び内容

子どもと親の 2 月 8 日 約 1 20 人 人形劇 ・指あそび・映画 ・訟はなし

るそびの広場 富士見分館

2 月 8 日 約 160 人 劇作家 矢代静一

座 談 会
総合福祉センター 「私の太宰治 ・三島由紀夫」

2 月 10 日 約 250 人 随筆家 三国一朗

講 演 会
総合福祉センター 「肩書きの左い名刺考」

2 月 14 日 約 800 人 映画 「火宅の人 」 (原作檀一雄 )

名画鑑賞会
グリーンホーノレ 監督深作欣二 /主演緒形拳

2 月 21 日約 250 人 映画 「むじいさんのランプ」

子ども映画会
中央公民館 「北極のムーシカ ・ミーシカ」

2 月 22 日 約 8 0 人 片山貞美，小暮政次，宮地伸ーの選評と講話

第14回市民歌会
総合福祉センター

2 月 27 日 約 2 80 人 飯田龍太，井沢正江加倉井秋を，鷹羽狩行，

第15田市民句会
グリーンホール(小) 細見綾子，山口青1!ls .鷲 谷七菜子の選評と俳話

2 月 27 日 約 50 人 片山幸子，佐藤浩子，田中裕子，中村征子

シンポジウム
市民センター 「今，子どもたちの読書は 一子どもたちの読

書環境をめぐってー」

2 月 28 日 約 250 人 アナワンサー 加賀美幸子

文化講演会
総合福祉センター 「谷越え山越え……冬の晴れ 」

3 月 3 日 約 1 5 0 人 児童文学者 松居直

児童文学講演会
グリーンホーノレ(小) 「子どもが絵本と出会うとき 」

3 月 6 日 約 120 人 図書館情報大学教授竹内 意，文芸評論家

鼎 談
中央公民館 遠丸立，木挽社社長藤田三男

「期待される図書館とは 」
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事業名 期日 ・参加人数 ・会場 講師及び 内容

作家の筆蹟 2 月 1 日"-' 21 日 とれまで図書館を訪れた作家，評論家等の顔写

横顔展 西友調布庄 真と自筆色紙を展示した。

俳句・短歌展
2 月 6 日"-' 20 日 創作作品を揮乏した色紙や短冊を一堂K 展示し

中央公民館 た。 (俳句 ・短歌サークノレ会員)

日本画展
2 月 22 日"-' 3 月 5 日 日本画技法を学ぶ 4 サークノレが一堂K 会し，一

西友調布庄 般K 展示した。 (指導田中興之子)

4. 調布ブッククラブ

図書館と図書の刺用を促進し，図書では得られない作品の背景，著者の思想、やその形成を探

9. よタ深〈作品を鑑賞するため，各地の文学史跡を訪れる文学散歩は，参加者の高い学習意

欲と連帯K 支えられ，図書館を学習の場とする，自主的な市民のサークノレを数多く生みだした。

とれらの独立した読書会や研究会は開かれた市民の学習，創造の場となる知的共同体の実現を

目的K 連繋し，昭和 48 年 2 月“調布ブッククラブ " が発足した。現在. ["" 読むとと J ["" 書くと

と」そして「どう生きるかを考える 」をテーマ K 親睦を深め，相互啓発を促ナサークノレの学習

を核として，幅広い活動を展開している。当初，図書館の援助が大き念役割を果た していたが

現在では市民の自主的な活動が盛んに念 9 . 自由な生涯学習の場と して定着しつつある。

念会，昭和 61 年度末の会員数は 691 人であった。

(l)事 業

事業名 期日・参加人数 ・会場 講師及び内容

公開合同読書会
6 月 13 日 約 20 人 講師 山口清次郎

協和銀行 「猟銃」 (井上靖著 )

公開読書会
10 月 8 日 約 20 人 文芸評論家 遠丸 立

若葉分館 「椋鳥」 ( 古井由吉著 )

公開読書会
11 月 14 日 約 20 人 講 師 山口 清次郎

協和銀行 「三匹の蟹 」 (大庭み念子著 )

公開三島由紀夫 6 月 13 日 約 20 人 文芸評論家 金子昌夫

を読む会 三菱銀行 「美徳のよろめき 」 ( =島 由紀夫著)
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事業名 期日・参加人数・会場 講師及び内容 事業名 期日 ・参加人数 ・会場 講師及び内容

6 月 12 日 約 120 人 版画家 関野準一郎

座 談 会
グリーンホーノレ(小) 「太宰治，志功と私」

11 月 6 日 ~18 日 日本画創作 4 サークノレ合同の展示
秋麗日本画展

西友調布庖 (指導田中興之子 )

人から学び 12 月 23 日 約 300 人 公演 林洋子 俳句集 ・短歌集 7 月 10 日 句集 「草笛」

本から学ぶ

感謝の集い 中央公民館 クラムポンの会 「宮沢賢治の世界」 の刊行 歌集 「青葉潮」

6 月 3 日 約 1000 人 映画 「植村直己物語」

団体映画鑑賞会
グリーンホーノレ 監督佐藤純弥 /主演西田餅ヲ

11 月 1 日 「扉」 創刊号
随想集の刊行

(指導林 一夫/発行随想、を書〈会)

8 月 2 日 約 900 人 映画 「ガンジー」 監督 リチャード・ア

団体映画鑑賞会
グリーンホーノレ ッテンポロー/主演ベン・キングズレー (2) サークノレ

ァ 読書グループ

9 月 27 日 約 800 人 映画 「新・喜びも悲しみも幾歳月」

団体映画鑑賞会
グリーンホーノレ 監督 ・脚本木下恵介 /主演加藤剛 グノレープ名 定例日 ・会場 講 自市 ア キ A ト

3 月 7 日 約 800 人 映画 「鹿鳴館」 (原作三島由紀夫)

団体映画鑑賞会
グリーンホー Jレ 監督市川昆 /主演浅丘ノレリ子

第 1 金曜日 社会教育指導員 「紅き層」連城三紀彦著，
あすなろ読書会

午 前 中 央 館 浅野哲郎 「夙」氷上勉著他 9 冊

4月19-21 日約 150 人 「地の乳房」 (原作水上勉〕

団体観患IJ 会
紀伊国屋ホーノレ 演 出 鈴 木 完 一 郎

第 4 木曜日 社会教育指導員 「友情」武者小路実篤箸，¥武
柏読書会

午後中央館 林一夫 蔵野 」国木田独歩若他 9 冊

4 月 29 日 約 1450 人 「欲望という名の電車」 (原作テネシー ・

団体観慮IJ 会
グリーンホーノレ ウィリアムズ) 出演杉村春子，北村和夫

第 2 金曜日 社会教育指導員 「猟銃」井上靖著， ¥白痴」
名作読書会

午 前 中 央 館 林一夫 坂口安否著他 10 冊

たきな八ノ 5 月 11 日 約 20 人 社会教育指導員 林一夫 読書会 第 2 火曜日 「海図 」田久保英夫著，¥櫛

公開合評会 総合福祉センター 文芸誌 「たきシん」 17 号 夜行列車 夜 間 中 央 館 の火 」古井由吉著他 8 冊

たきな八ノ 11 月 9 日 約 20 人 社会教育指導員 林一夫 第 1 ・3 水曜日 「源氏物語」を年間のテキス
若葉読書会

公開合評会 市民センター 文芸誌 ¥1 ときむん」 18 号 午後若葉分館 卜K 選び学習会を実施

5月30 日ー 6月10 日 日本画創作 4 サークノレ合同の展示 古典文学を 第 1 土曜日 年聞のテキス ト(tL¥枕草子 」

日 本 画 展
西友調布庖 (指導田中興之子 ) 読む会 午後若葉分館 を選び読書会を実施

6 月 22 日-7 月10 日 日本画創作 4 サークノレ合同の色紙展

緑陰日本画展
西友調布庖 (指導田中興之子 )

第 4 水曜日 社会教育指導員 「金閣寺」三島由紀夫著，¥冬
ふたば読書会

午前若葉分館 浅野哲郎 の花火 」渡辺淳一著他 9 冊
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グループ名 定例日・会場 講 師 ア キ A ト グノレープ名 定例日 ・会場 講 師 内 n廿-

第 1 水曜日 午前 日本民俗学会会員 日本人の身近かな生活に係P を
民俗学入門の会

福祉センター 菊地 正 もつ伝承から民俗学を学習

第 2 水曜日 社会教育指導員 「亀遊の死」有吉佐和子著

七宝読書会
午前 富士見分館 浅野哲郎 「風立ち泊 」堀辰雄著他 8 冊

第 3 木曜日 社会教育指導員 「波」立原正秋著， i羅生門」 =島 由紀夫 第 2 木曜日 近代文学研究家 世界的K 知られた作家・三島由

を読む会 午後横浜銀行 織田保夫 紀夫の作品を読み学習
とだま読書会

午前富士見分館 浅野哲郎 芥川龍之介箸他 9 冊

第 4 日曜日 国文学者・歌人 枕草子の解釈を通して，平安朝
枕草子を読む会

午前公民館ほか 片山貞美 文学K ついて考察

第 3 木曜日 「みちのくの人形たち 」深沢七

針布読書会
午後神代分館 郎著他 9 冊

第 l 木曜日 社会教育指導員 「知られざる傑作」パノレザック 私の昭和史を 第 3 金曜日 前調布図書館長 「証言私の昭和史」を読み身

白鳥読書会
午前神代 分館 浅野哲郎 若， i平家物語 」他 5 冊 読む会 午前中央館 萩原祥三 近念現代史を学習

第 4 水曜日 社会教育指導員 「女の肖像 」芝木好子著， i高 現代作家研究 第 2 水羅臼 文芸評論家 現代の代表的作家の作品を中心

緑ク丘読書会
午前緑ク丘分館 林 一夫 野聖 」泉鏡花若他 9 冊 互葉会 午後若葉分館 遠丸 立 K 人と作品を考察

第 3 土隠日 国文学者 ・歌人 古典文学の代表的作品である万
万葉集を読む会

午後第百生命 片山貞美 葉集を読み深める

第 1 火曜日 社会教育指導員 「昔も今も 」山本周五郎著，

やまをみ読書会
午前深大寺分館 浅野哲郎 「錦繍 」宮本輝著他 9 冊

第 2 火曜日 社会教育指導員 「足摺岬 」田宮虎彦著， i 曲り 赤彦・茂吉を 第 3 木曜日 歌人 島木赤彦の人と作品を考察 し言

宮の下読書会
午前宮の下分館 林 一夫 角 」神吉拓郎著他 9冊 読む会 午後横浜銀行 宮地伸一 棄を探った

第 4 水曜日 立教女学院教授 聖書を歴史的，宗教思想史的観
聖書を読む会

午前中央館 赤司道雄 点から学習

第 3火曜日 社会教育指導員 「兎の限 」灰谷健次郎著， i花

っくし読書袋
午後多摩川地区 林 一夫 影 」大岡昇平著他 8 冊

第 l 水曜日 指導長谷瑞英 仏典と日常生活の係9 Vてついて，
仏典K 親しむ会

午前市内寺院 指導本多慈、昭 法匂経，法華経を学習

第 2 土曜日 社会教育指導員 「万葉集 J ， i夜あけ朝あけ 」

芙蓉読書会
午前国領分館 浅野哲郎 住井ナゑ著他 9 冊

読書を 第 2 金曜日 「蟹 」河野多恵子著， i安土往 朗読奉仕 第 2 ・3木曜日 自の不自由な人のための朗読テ

たの しむ会 午前協和銀行 還記 」辻 邦生著他 9 冊 語りの会 夜 間 公 民 舘 ープの作成と技術の学習

第 4 木曜日 指導 世界的な古典である論語の素読
論語を読む会

午前中央館 職 Fl を通し解釈する
イ 研究グループ

近代女流文学 |第 4 火曜日午後 |大東文化大学教授 |明治以降活躍した女流文学者の

を学ぶ会 |市民センタ ー 渡辺澄子 |作品を通して学習
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ウ 創作グノレープ グループ名 定例 日 会場 講 師

つつじク丘句会 第 1 火曜日 午後 岡田 宅 指導 岡田信成

合同句会 第 4 土曜日 午後 公民館他 指導 斎 藤 杏 子 他

ふ風う しゃ
舎句会 第 2 土曜日 午後 市民センター 指導 若月瑞峰

せい じ係よう
青 歌会 第 4 日曜日午前 公民館他 歌人 小暮政次

みち

径 歌 会 第 4 日曜日午後 公民館他 国文学者・歌人片山貞美

すいれい

水嶺歌会 第 3 金曜日午後 公 民 館 他 国文学者・歌人片山貞美

からすう b 歌会 第 2 月曜日 午後 羽入宅

ふ福〈 寿じゅ草そう歌会 第 4 金曜日午前 神代分館 指導 職 貝

グループ名 定例日 ・会場 講 師 内 容

第 3 木曜日 指導 小説・短歌・俳句などの創作と

みち 〈 さ
午前深大寺分館 職 貝 合評

第 3 土曜日 社会教育指導員 随想、の創作と合評を行い，優れ

随想、を書く会
午前神代分館 林 一夫 た創作作品を全員で鑑賞

第 1 ・3 火曜日 詩人 生活K 根ざした文章の創作を学

綴b 方サークノレ
午前神代分館 菅 原 克 己 習

第 2 日曜日 社会教育指導員 文芸作品を創作し，文芸誌「た

た き なん
午後公民館ほか 林 一夫 きなん」を発行

第 3 金曜日 児童文学者 会員が個々 K 童話を創作し，講

童話創作の会
午前 中央館 西本鶏介 師を中心K 全員で学習

オ絵画グループ

※ 指導田中興之子(日本画家)/内容 日本画の創作と作品発表

エ 俳句 ・短歌グループ ※ 内容は，俳句及び短歌の創作と合評

し朱ゅ さ彩い
第 1 ・3 土曜日 へ碧主

古い 第 1 ・3 土曜日
会 彩 会

午前中央館他 午後公民館他

さ彩ν、 治ミ 第 1 ・3 火曜日 さ彩い
耀

第 1 ・3 火曜日
雅 会 会

午前中央銀 午後公民館他

グループ名 定例日 会場 講 師

火 曜 句 会 第 2 火曜日午後 神代分館 指導 緒方梧葉

71 < 曜 句 会 第 4 水曜日 午 後 若葉分館 指導 職 員

{(VC すい)句会 第 27 1<曜日午後 横浜銀行 指導 職 員

木 曜 句 会 第 1 木曜日午後 公民館他 指導 岡田信成

K も〈 耳裁
二木句会 第 2 木曜日午後 横浜銀行 指導 員

金曜句会 第 2 金曜日午後 公民館他 指導 原固定日朗

みずき句会 第 2 金曜日 午 後 横浜銀行 指導 職 員

言ら句会 第 3 金曜日 午 後 横浜銀行 指導 職 貝

たっくり句会 第 3・4木曜日午後 公民 館他 指導 原田走日朗

カその他

グループ名 定例日 ・会場 講 師 内 廿""" 
期 日

第 2 木曜日 ラジオ放送「古典講読」の源氏
古典講読の会

午前中央館 物語を聞き学習

5 月 26 日 ~'2:l 日 前橋図書館長佐 “詩人のふるさと朔太郎，恭次
文学散歩同好会

群馬県前橋市，吾 藤寅雄，前前橋図 虫~ . 信吉の前橋と牧水の吾妻渓

萎渓谷 書館長萩原進 谷の新緑 "
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グループ名 期日・会場 講 師 内 廿---

9 月 21 日 ~23 日 遠野市立図書館 “啄木，賢治，光太郎の岩手山

岩手県渋民町，花 似内邦雄 麓と柳田国男の「遠野物語 J，

巻市，遠野市 早池峯山"

文学散歩同好会
1 2 月 1 日~2 日 児童文学者杉み “「赤い蝋燭と人魚」の小)11 未

※ ζ の他VC ， 新潟県上越市，糸 き子，糸魚川市職 明の高田と御風，鏡花，鴎外，

都内日帰!? 4 回 魚川市 員松野功 冬二の直江津，糸魚川"

近県日帰り l咽

を実施 3 月 9 日~ 10 日 鴨川市文化財調査 “「春」の藤村，激石の安房小

千葉県天津小湊町，委員 石井守 湊と 「花」の田宮虎彦，鴎外の

鴨川市 鴨川 "

5. 地域文庫

市内親子読書グループ(長流文庫)

文庫名

つつじ文庫

たんぽぽ文庫

しゃぼん玉文庫

ばたほん文庫

すぎ念 (B )文庫

ふたば文庫

代表者 域 担当館

つつじク丘分館

深大寺分館

回 給 宮の下分館

地 染地分館

地 f/ 

地 l f/ 

地

飛

染

染

染

市内K 点在する文庫は 6 団体である。大規模な地域文庫は，分館整備K ともなって発展的解

消し，現在の各文庫の多〈は家庭文庫といえよう。

小規模ながらも幼児を中心としたとれらの文庫は，図書館とは一味違うアァトホームな雰囲

気で，熱心念市民の運営 Uてよって支えられている。

図書館側からは，図書の貸出のみK 終らず，情報の提供・ストーリーテリング ・本の読み聞

かせ等を行い，積極的念協力を続けている。

※ 手袋人形講習会・-…年 一回開催 61 年度はねずみを製作( P 86 参照 )

※ 児童文学講座 ・講演会等の訟知らせ……図書館主催事業を優先的K 通知

-96-

W 視聴覚ライブラリー

今年度は，視聴覚教育活動の普及と視聴覚ライブラリーの利用促進を図るため K 機材，教材

を整備し，下記の事業を実施した。

1. 事 業

(1) 16 ミリ映写機操作認定講習会

映写機の基礎的な構造の理解と操作技術の修得K 重点をないて， フィノレムの取扱いや映写会

の安全運営Uてついても理解を深め，市内各地域での視聴覚教育活動の普及と映画会の安全念運

営に役立つものとした。

期日第 1 回 5 月 28 日~6 月 1 日 第 2 回 6 月 24 日 ~6 月 28 日修了者 55 人

(2) 16 ミリ映写機検定

16 ミリ映写機及びフ ィノレムの安全利用のため，小 ・中学校，市内事業所等の保有する 16 ミリ

映写機の機能等の検定を行った。また，との検定は年 l 回であるが，新規購入分の映写機K つ

いては随時実施した。

期日 6 月 4 日 ~6 月 9 日( 3 日間) 検定台数 79 台

(3) 16 ミリフィルム試写と研修会

毎月 1 回，テーマを決めて当ラ イブラリーの所蔵フィノレムや試写フィノレムを上映し，映画会

のフィノレム選定K 役立つ内容とした。同時に操作技術修得者を対象とする映写機操作の実習

を笑施し， フィノレムと機材の安全利用の徹底を図った。また，機材 ・教材の利用案内と情報交

換も積極的K 実施した。

(4) 地域K 公ける映画会の指導 ・援助

映画会の開催，フィノレムの選定K 闘する相談等，地域の視聴覚活動の窓口として，積極的K

活動し，地域映画会の援助 ・育成を行った。さら VC ，研修会等を通して映写機の安全操作，実

際の映写会場の管理を指導し，映画会の開催K 関する幅広い知識の普及K 努めた。

2. 視聴覚機 材・ 教 材 の 利用状況

昭和 61年度の利用状況をみると最も利用の多いのは 16 ミリフィルムである。市内各施設，

地域の子ども会等で，年聞を通して利用されて凶るが，特 K 夏休み期間と年末の時期は，親子

映画会や行事の中で幅広〈活用されている。(表 川一 1 ) 

年度別統計の推移を見ると ，16 ミリ映写機の貸出しは，減少傾向Uてある。とれは，小・中学校

等各施設や事業所vc 16 ミリ映写機が普及したためと考えられる。

近年 8 ミリ映画機材の刺用が著しく減少しているが，とれは，家庭用ビデオ機材の普及が

原因として考えられる。 (表 四一 2 ) (図 Vlll- 1 ) 
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視聴覚機材・教材月別利用状況 (表四一 1 ) 視聴覚機材・教材年度別利用状況 (図 1岨一 1 ) 

融~ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 ぷロ弘幸ロ↓l 保有
数

16 ミ リ映写機 3 9 1 2 17 19 10 10 16 15 8 1 3 1 4 14 6 10 

スクリ ー ン 1 5 7 4 10 9 4 1 2 7 O l 3 63 10 

オーバーヘッド O O O 1 2 O O 1 O 1 1 2 8 2 

プロジェクタ ー

スラ イド映写機 2 l O 2 O 2 3 4 6 1 1 2 24 7 

8 ミ リ映写機 O O 1 O O l O O 。O O 1 3 4 

暗 幕 1 1 O O O 1 1 4 6 1 2 l 18 6 

16 ミリフィ ノレ ム 33 45 39 79 81 39 40 64 44 26 38 26 554 274 

スライドフ イノレム 2 O O O O O 3 1 8 l 3 2 20 261 

16 ミリフィルム

500 

400 

300 

視聴覚機材・教材年度別利用状況 (表咽 - 2 ) 

議おそ 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 

16 ミリフィ ノレム 315 205 313 339 322 405 369 438 406 435 572 556 556 554 

16 ミリ映写機 255 187 225 206 204 232 183 218 234 219 223 185 195 146 

スライドフィ ノレム 158 42 86 94 76 53 53 32 19 25 25 72 27 20 

スラ イド映写機 70 26 64 71 56 42 52 69 39 40 39 40 39 24 

8 ミ リ映写機 ー 29 22 20 21 16 12 10 16 17 33 16 5 5 3 

オーバーヘ ッ ドレ10 6 7 6 2 3 3 1 10 12 21 19 8 

プロジェクター

16 ミリ映写機

200 

100 

スライトフィノレム 1 

#" ，.、
i 、‘

スライド映写機 ¥i /FJ 叫 ¥ ¥

¥L'y 
\~ / 

8 ミリ映写機¥ ‘:.;

オーバーヘット・ -.....-ι 
フロジェクター

¥ ノ、へ
、、 、、，ーーゼ/ ¥ '¥ 
、、‘ .. /、-・、 I 、

ザ ¥ 、_....ーザ ._-"
\‘ノー、~-' “ 、、よ・、
、，-、‘ ~ー~‘z

.......-←---、..~ ~ 

48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 

oo od
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K その 他

1. 将来計画と新中央館構想

図書館は，調布市の長期計画K より整備され，中央館を中心K して 10 分館が，それぞれの地

域で市民K 図書館サービスを展開しているが，図書資料の提供をはじめ，さまざま念文化活動

の場として，あるいは生涯教育の一つの拠点として，図書館K 対する市民の期待と要望は年々

大きくなっている。それK 応えるべく図書館の整備とサーピスの向上は，常K 新しい謀題とし

て取り組んでいかなければならない。

全市を網羅した公平な図書館サービスを提供していく K は，変化する人口動態や生活動線，

そして市民要望を的確に把握した将来計画を策定していく必要があり ，それらは，調布市の基

本計画の中で具体的な解決が図られていくとと VC 1.rる。

現在，進行中の第三次基本計画K は，新中央館建設構想，分館の新築，増改修，図書資料整

備等が盛り込まれてお> !J . 図書館の充実は着実K 進捗しつつある。

施設の老朽化と狭魅さ K よって，充分なサーピスの提供が難しくなっている現中央館K かわ

る新中央館建設は，市民の要望も大きく ，その早期完成が望まれている。昭和 61年度VC i調布

市立中央図書館計画調査報告書 」を作成し，今後は，用地の特定をまちながら，その報告書K

基づき，具体的な内容の検討K 入る。
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室 名

一般開架室

ノ、ンディキャップ

コーナー

児 童 室

レファレンス室

特殊コレクション室

書 庫

集 会 室

喫 茶 室

スタ y フラウンジ

館 長 室

事 務 室

そ の 他

新中央館の概要

構成要素

図書 1 00.000 冊

新聞 ・雑誌 500 誌

閲覧席 40 席

AV 席 20 席

通路その他のスペース

資料スペース

閲覧席 10 席

打合せスペース 6人用

通路その他のスペース

対面朗読室録音室

作業スペース

図書 1 5，000 冊

児童資料室 5，000 冊

閲覧席 1 2 席

通路その他のスペース

な話室 40 席

図書 10 ，300 冊

郷土資料 3，000 冊

閲覧席 60 席

通路その他のスペース

共同研究室 2 室

研究個室 3 室

図書 100 .000 冊

中集会室 1室

小集会室 3 室

館員数 35 人

35 人

諸 7c {直 面積(押の

185 冊/ば 540.0 

185 誌 /rre 3 1. 6 

0.6 席/ば 66 .7 

0.4 席/ぽ 50.0 

上記面積合計と同値 688.3 

小言十 1，376.6 = 1，380.0 

20.0 

0.4席/ば 25. 0 

0.26 人/ば 23.1 

上記面積合計と同値 68.1 

30.0 

20.0 

小計 1 86.2 185.0 

11 1冊/ば 135.1 

185 冊/rre 27.0 

0.6 冊/ぽ 20.0 

上記面積合計と同値 182.1 

1 席/ば 40.0 

小言十 404.2 400.0 

111 冊/ば 92 .8 

185 冊/rre 16.2 

0.6 席/ば 100.0 

上記面積合計と同値 209.2 

20rre/ 室 40 .0 

4rre/ 室 12.0 

小計 470.2 470.0 

100 

200 冊/ば 500 .0 

200 .0 

50rre/ 室 150 .0 

小計 350.0 

50.0 

2rre/ 人 70.0 

60.0 

8rre/ 人 280.0 

計 3，845 .0 

上記面積の 30 % 
1，1 5 5.0 

合計 5，00 00 .0
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備 考

1. 8 rn ヒッチ 5 段

カウンタースペース，
ブラクジング念ど含む

4 人 10ni う<3 室
(内 1 室は録音室)

1.8 rn ピッチ 3 段
空きスペース 1/3

新聞縮刷版含む，低書架 ・
高書架同数とする

新聞閲覧席含む
カウンタースペース，展示
コーナー含む

1. 35 rn ヒッチ 1/77 段
空きスペース
視聴覚設備

向上

更衣室含む

応接スペース，小会議決ヰス含"tr

製視作聴覚ラポライフフーリ含ー，
ラトリ む



2. 貸出制度と開館時間

調布市立図書館館則く抜粋>

(個人貸出〉

第 9 条 館長は，図書資料，を個人K 貸出すととができる。

2 図書資料の個人貸出しを受けようとする者は，個人登録票K よらなければならな

ν、。
3 個人登録票は調布市内 K 住居を有し，又は調布市内K 通勤 ・通学している，身元

確実な者K 対し，本人の請求vc よりとれを交付する。

4 個人登録票の有効期聞は 3 年とする。

5 個人登録票は貸与若しくは譲渡しては念らない。貸与され，若しくは譲渡され，

または紛失届の出された個人登録票は無効とする。

6 個人貸出しの出来る図書資料は原則として 3 冊(部 ・種)以内とする。

7 図書資料の貸出期聞は 14 日以内とする。

8・ 個人貸出しを受けようとする者K 対する個人登録票は各館どと K 交付する。

(団体貸出)

第 1 0 条 図書資料の団体貸出しを受けようとするものは，団体登録票K よらなければならな

ν'0 

2・ 団体登録票は社会教育団体，官公署，会社，学校等の代表者の申請K より館長が

審査の上適当と認めた場合K 交付する。

3. 団体登録票の有効期聞は 1 年とする。

4 館長は，図書資料の団体貸出しを受けた機関，又は団体の代表者K 対しその利用

状況Vてついて報告を求めるととができる。

5 同時 K 団体貸出しのできる図書資料は原則として 100 冊 (部 ・種)以内とする 0

6 同ーの図書資料の団体貸出期聞は 3 箇月以内とする。

開館時間と休館日

館名 開 館 時 間

日 隠 日 1 0 時 3 0 分~ 1 7時 3 0 分
中央館 火 ・ 土曜日 1 2時 o 0 分~1 9時 o 0 分

分

7.K .木 ・金曜日 1 2時 o 0 分~1 7 時 3 0 分

毎 日 1 3 時 o 0 分~1 7時 o 0 分
館 ただし若葉分館

は日曜日のみ 1 0時 3 0 分~1 7 時 o 0 分

※ 休館日はとのほか VC ，国民の祝日(との日が月曜日の場合は翌日)

年末年始

臨時休館(その都度合知らせする)

各館の開館時聞は，別表のよう K 曜日 Vてよって異なっている。

中央館は，夏休み期間中午前 10 時 30 分から開館している。

休館日

月 曜 日
第 3 日曜日
第 4 金曜日

今後の課題として，新中央館の開館を機K 中央館の開館時聞の延長を検討していく必要が

ある。

開館日数と開館時間

\\~リ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 l 2 3 合計

日
開 中央宣告 23 23 23 2l'i 25 21 24 22 22 20 21 23 272 

館

日 日

数 分 館 23 18 19 25 25 21 M 22 22 20 21 23 263 

時間
中央館 143 148.5 144 .5 155 .5 157 137.5 148 .5 144 .5 130 .5 125 132 14 4. 5 1，711 

開 時間
若葉分館 99.5 79.5 86 107 .5 110 91. 5 

館
103 .5 95 .5 93 87 .5 91. 5 102 1，147 

時 他
各館 時間
一月 92 72 76 1QO 100 84 96 88 88 80 84 92 1， 052 

間 九 当 b

分 時間

館
合計 828 648 684 900 900 756 864 792 792 720 756 828 9.4 68 

日
開館日数 253 203 213 275 275 231 264 242 242 220 231 253 2，902 

i口L 

計 時間
開館時間 1，0705 876 914.5 1，163 1，167 985 1，116 1. 032 1ρ155 932.5 932 .5 1ρ745 12 ，326 
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3. 運営組織

1 図書館運営K 関する条例 ・規則は次のとシりである。

(1) 調布市立図書館設置条例(昭和 41年 3 月 30 日条例第 10 号)

(2) 調布市立図書館館員1]( 昭和 41 年 3 月 30 日教育委員会規則第 1号〉

(3) 調布市立図書館処務規程(昭和 41年 3 月 30 日教育委員会規則第 1号〕

(4) 調布市立図書館職員の勤務時間 ・休憩時間等K 関する規程(昭和 41年 4 月 16 日教育委

員会規程第 4 号 )

(5) 調布市視聴覚ライブラリー設置規則J(昭和 45 年 11 月 11 日教育委員会規則第 5号)

(6) 調布市視聴覚ライブラリー運営要綱(昭和 45年 11 月 1 日教育委員会要綱)

(7) 調布市立図書館録音テープ図書貸出要綱(昭和 56 年7 月25 日教育委員会要綱第 3 号 )

(8) 調布市立図書館協力員の設置なよび勤務K 関する内規(昭和 50 年 4 月 1 日教育委員会

内規)

(9) 調布市立図書館集会室使用基準(昭和 57 年 9 月 1 日教育委員会基準〉

調布市立図書館処務規程 (抜粋 )

(係の設置)

第 2条館K 次の係を置く。

( 1 )庶務係

(2) 図' 書係

(分掌事務〕

第 3条各係の分掌事務は，次のとま?りとする。

庶務係

(1 )公印の保管 vc 関するとと。

(2) 文書の収受，発送 K 関するとと。

(3) 施設，設備の維持管理 K 関するとと。

(4) 企画運営統計及び調査K 関するとと。

(5) 関係各機関との連絡K 関する ζ と。

(6) 予算の編成及び執行K 関するとと。

(7) 館内の取締 !?VC 関するとと。

(8) その他，他係K 属さない事項K 関する ζ と。

図書係

(1) 図書資料並び K 視聴覚資料の収集，整理，保管及び刺用K 関するとと。

(2) 整本及び修理 K 関するとと。

(3) 読書案内及び読書相談K 関するとと。

(4) 読書会，研究会，講演会，映写会，鑑賞会等の開催及び奨励K 関するとと。

(5) 郷土資料K 関するとと。

(6) 図書室の刺用並び K 管理 K 関するとと。

(7) 図書資料の相互貸借K 関するとと。

<組 図〉織

昭和 62 年 3 月31 日現在

教 育 長教

育 ( )内は事務職員数

O 内は司書数、う

ち J 内は児童奉仕

担当者数、それ以外

は成人奉仕担当

委

員

会

社 会教育部長

図 霊童
Eヨ

-ーョー一 ....・ー.........ー ー.，.ーーーーー一一ー一一ーー ー一一一一ーー ーーョー."

図 | |事 庶

書
業

務
担

係 当 | |係

長 主 | !長
査

① (1) 

-ーー・.---.ーー.-- -----.・.---- .........__.... ・・ ー・......ーーーー.-.....-------ーー・ーーーー ・ー
ー' ・

庶

佐 染 若富緑宮 神 深 つ 自 中
業 聴 庶 自

つ 書 覚
務務動

須地薬士ケの代大 じ 領 担担
見丘下 寺ケ 央 車

分分分分分分分分 丘分 係 当当 係担 運
分

館館館館館館館館舘館館 当 転

(1) (1) (1) 
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年度別職員数の推移

年度 名誉館長 館 長 副館長 事 務 中央館司書 分館司書

41 1 (兼) 1 2 2 

42 1 1 2 4 

43 1 1 3 4 

44 1 1 4 4 2 

45 1 1 4 4 4 

46 1 1 3 4 8 

47 l 1 5 5 10 

48 1 1 5 6 10 

49 1 1 6 5 18 

50 l 1 7 5 20 

51 1 1 1 7 6 20 

52 1 1 l 7 6 22 

53 1 1 l 7 6 23 

54 1 7 6 24 

55 l 1 7 6 27 

56 1 l 8 6 27 

57 1 1 6 8 30 

58 1 6 8 31 

59 1 6 8 31 

60 l 5 9 31 

61 1 5 9 31 

61 年 度職員配置内訳

管理職 係 長 事 務 司 書

中 失 館 1 3 3 8 

国 領 分 館
3 

つつじク丘分館
2 

深大寺分館
3 

神 代 分 館
3 

宮の下分館
3 

緑ク丘分館
3 

富士見分館
3 

若 葉 分 館
5 

染 地 分 館
3 

佐 須 分 館
3 

~ 言十 1 3 3 39 

※ 事務とは司書以外の一般職員

※ その他とは協力員，委託委員，嘱託，社会教育指導員等
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計 その他

6 1 

8 1 

9 2 

1 2 2 

14 2 

17 2 

22 3 

23 4 

31 6 

35 8 

36 7 

38 6 

39 8 

39 8 

42 8 

43 7 

46 7 

46 8 

46 8 

46 8 

46 8 

(昭和 62.3.3 1 ) 

言十 その他

15 7 

3 

2 

3 

3 

3 

3 

3 

5 

3 1 

3 

46 8 

調布市視聴覚ライブ ラリー 運営要綱

第 1章総則

(目的 )

(;::: lLlJ ) 

l ζ の要綱は，調布市教育委員会規員iJ K 基づき，視聴覚ライブラリーの運営K ついて必要念事

項を定めるととを巨的とする。

( 事業 )

2 調布市視聴覚ライブラリー(以下調布市 AVL という)の事業は，会 b むね次の事業とする。

(1) 視聴覚教材，機材を収集，整理，保管し，その利用を図るとと。

(2) 調布市AVL の利用及び視聴覚教材，機材の利用K 関し調査研究及び指導を行うとと。

(3) 試写会，鑑賞会，講習会，研究会等を行う ζ と。

(4) 16 ミリ発声映写機の登録を行う ζ と。

(5) その他前項K 規定する設置目的達成K 必要な事業を行うとと。

( 職員 )

3 調布市 AVL K 次の職員を置〈。

(l) ライブラリー長を置く。

(2) 運営K 必要な専任職員を置く。

(職員の資格)

4・ ライブラリー長は，調布市K 属ナる主管課長の駿tてあるものをもってあてる。

(2) その他の職員は当該主管課の職員がとれK あたる。

(職員の職責)

5 ライブラリー長は，調布市AVL の事務を掌b所属職員を指揮監督する。

(2) その他の職員は， ライブラリー長の命をうけ，調布市AVL の事務K 従事する。

第 2 章 貸し出し

( 対象 )

6 視聴覚機材，教材の貸し出し(以下貸し出しという)は

(1) 市内の幼稚園，保育園，小 ・中学校。

(2) 社会教育関係団体，その他公機関辛子よび公機関の関係団体とする。

(3) その他ライブラリー長が適当と認めたもの。ただし，営利を目的とするものUてついては貸

し出しを行わ念い。

( 範囲 )

7 貸し出しは 1 回の申込みについて次の範囲とする。ただし特別の理由の認められる場合はと

の限タで念い。
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(1) 期間，貸し出しの日より 3 日以内。

(2) 貸し出し品目及び制限数Uてついては別表のとなb とする(略)。

〈方法 )

8 貸し出しを受けようとする者は，あらかじめ連絡し 3 目前まで K 様式第 1 号の 「視聴覚教

育教具，教材用借用申請書」を提出するとと。

(機材操作等 K ついて)

9. 16 ミリ映写機念らび1'( 16 ミリ映画フィ Jレムの操作をする者は，16 ミリ発声映写機操作講習

会修了証の所持者もしく仕教育委員会の実施する一定の講習を受講し，技術検査K 合格した者

とする。

(転用の禁止)

10 貸し出し機材等は転貸してはならない。

(使用料)

11 貸し出し Vてついては全て無料とする。えだし，利用者が貸し出し機材等を亡失し，または致

損した場合K は現品または金銭をもって賠償させるととができる。

(貸し出しの禁止〉

12 貸し出しを受けた者が教育委員会の諸規程に違反した場合は以後そのものの申込みK 対しζ

れを拒否するととがある。

(返納及び報告)

13 貸し出しを受けた者は，貸し出し期間内 K 様式第 2 号 「視聴覚教育機材利用報告書 」又は様

式第 3 号の「視聴覚教材利用報告書 」を添えて返納しなければならない。

(2) 貸し出しを受けた者は，返納と同時に機材，教材の異常の有無K ついて報告しなければ念

らない。

( 施行 )

14 との要綱は，昭和 45年 11 月 1 日より施行する。
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調布市 立図書館録音テープ図書貸出要綱

第 1 目的

(222JJ:; ) 
ζ の要綱は，一般出版物のままでは図書資料を利用でき念い者K 教養，調査， レクリェー

シヨン等K 係る聴覚資料(以下「録音テープ図書」という。)を貸し出すとと K より，図書

館利用の拡大を図るととを目的とする。

第 2 対象

録音テーフ・図書の貸出を受けみととができ石者(以下「利用者」という。)は，次の各号

の-1'(該当するものとする。

(1) 視聴障害者

(2) 寝たき D 老人

(3) 重度の肢体不自由者

(4) 前各号K 掲げるもののほか，図書館長が適当と認めた者

第 3 利用方法

録音テープ図書の利用方法比調布市立図書館館則(昭和 41年調布市教育委員会規則第

1号)第 6 条，第 9条及び第 10 条の規定の例による。ただし，図書館長が特K 必要がある

と認めたときはとの限 P で念い。

2 第 2 第 1 号K 規定する者の利用方法は，郵便法(昭和 22年法律第 165 号)第 26条第 1

項第 3 号の規定K よD差し出すととができる。

第 4 損害賠償の義務

利用者は，録音テープ図書の利用K 際し，当該録音テーフ・図書を故意又は重大な過失K よ

b 亡失又は著しく汚損若しくはき損した場合は，現品又は相当の代価をもって損害額を賠償

しなければなら左い。

附 則 との要綱は，昭和 56 年 8 月 1 日から施行ナる。
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調布市立図書館集会室使用基準 (昭和咋 9 月 1日)
教育委員会基準 j

第 1 との基準は，調布市立図書館集会室(以下「集会室」という。)の使用 Vてついて，必要な

事項を定めるものとする。

第 2 集会室の名称及び収容人員は，次のとな P とする。

名 称 収容人員

調布市立図書館深大寺分館集会室 30 人

調布市立図書館神代分館集会室 30 人

調布市立図書館宮の下分館集会室 40 人

調布市立図書館富士見分館集会室 40 人

調布市立図書館若葉分館集会室 55 人

第 3 集会室の使用時聞は， 休館日を除き次のとi，~ t とする。ただし，調布市立図書館長(以下

「館長」という。)が特 K 必要があると認めたときはとの限りでない。

午 前 午 後 | 夜 間

9時 3 0分から I 1時から I 6時から

1 2時まで 5時まで 9時まで

備考 神代分館集会室及び若葉分館集会室は，夜間の使用ができないものとする。

第 4 集会室を使用しようとする者は，使用申請書(第 1 号様式)を館長 K 提出し，その承認を

受け念ければならない。

2 前項K 規定する使用申請書の提出は，使用しようとする日(以下「使用日」という。〉の

1 月前(その日が休館日 K 当たるときは，その直後の開館日)から ，使用自の前日(その日

が休館日 K 当たるときは，その前日)までとする。ただし ，館長が特K 必要があると認めた

ときは ζ の限b でない。

3 集会室の使用は， 官公署及び市民団体並び~市民サークノレが主催ナる会議又は催物とし，

個人が主催する催物等は使用できないも のとする。

第 5 使用の承認は，申込みの順序K よる。ただし，申込みが同時のときは，協議若しくは抽せ

んK より定める。

2 館長は，第 4 の申請K ついて使用を承認したときは，使用承認書(第 2号様式)を当該申

請をした者K 交付する。
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第 6 使用の承認を受けた者(以下「使用者」という。)が第 4 の規定K よb 承認を受けた事項

を変更するときは，その内容を速やか K 館長に届け出て，その承認を受けなければ念ら念い。

第 7 館長は，次の各号のーに該当ナると認めたときは，その使用を承認しない。

(1) 公益を害し，風俗を乱ナなそれがあるとき。

(2) 営剰を目的として使用するとき。

(3) 管理上支障があるとき。

(4) 前各号K 掲げるもののほか，館長が使用を不適当と認めたとき。

第 8 集会室の使用は，無料とする。

第 9 使用者又は入場者は，係員の指示K 従って，次の各号K 掲げる事項を守らなければならな

ν、。

(1)入場人員は ，適正収容人員を標準とする ζ と。

(2) 施設及び設備の管患を適正K 行うとと。

(3) 火気又は電熱器等を使用するときは，あらかじめ係員の許可を受け，火災予防及び事故

防止K 万全を期ナる ζ と。

(4) 集会室での飲食はしないとと。ただし，館長が特K 必要があると認めたときはとの限タ

でない。

(5) 館長の許可なし物品を販売し，又は金品の寄附募集等を行わないとと。

(6) 環境衛生上思わし〈ないものを持込み，又は使用しないとと。

(7) 図書館利用者及ひ・近隣住民の迷惑となるような行為を行わ念いとと。

(8) 前各号K 掲げるもののほか，館長が特K 必要があると認めたとと。

第 10 館長は，使用者が次の各号の-I'C 該当すると認めたときは，使用の承認を取消し，又は使

用を制限し，若しくは停止するとと ができる。

(1)使用の目的に違反したとき。

(2) との基準，又は承認の条件K 違反したとき。

(3) 著し〈騒音叉は振動若しくは臭気を発する行為があったとき。

(4) 災害その他の事故tてよ.T.集会室の使用ができ念くなったとき。

(5) 工事その他の都合K よT . 館長が特K 必要があると認めたとき。

第 11 第 3 I'C規定する集会室の夜間使用 Uてついては，次の各号に掲げるととろ K よる。

(1) 使用者は，使用日午後 5 時までK 係員と鍵の受渡しを行うとと。

(2) 使用者は，集会室の使用を終了したときは，鍵を所定の位置へ返納するとと。

第 12 使用者は集会室の使用を終了したときは，施設及び設備を原状K 回復しなければならな

ぃ。叉，第 10 の規定K ょ.T .使 用を停止され，若しくは使用の承認を取P 消されたときも同

様とする。
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第 13 使用者は，集会室の使用を終了したときは，使用報告書(第 3 号様式)を館長 K 提出しな

ければならない。

2 前工頁K 規定する使用報告書は，使用終了後直ち K 提出するものとする。又，夜間 K 使用し

た場合は，第 11 第 2号K 規定する鍵の返納と共K 所定の位置K 提出するものとする。

第 14 使用者は，集会室の使用K 際し，施設及び設備等K 損害を生ぜしめた場合は，館長が相当

と認める損害額を賠償しなければ念らない。ただし，館長がやむを得ない理由があると認め

たときは，その額を滅額し，又は免除するととができる。

附則

との基準は，昭和 57 年 9 月 1 日から施行する。

4 事 務 分 掌 表

係名 |係長

庶 | 小

林

忠

務 司

森 金
図

座

間
沢

正 直

壮

克 | 敬

分掌事務

予算の執行K 関する ζ と

館の管理K 関する ζ と

経理K 関するとと

広報K 関する ζ と

館内の庶務に関するとと

中央館の運営 ・管理

K 関するとと

中

集会，行事K 関ナると

フッククラブvc 関すると

央 | 視聴覚ライフ・ラリー Uて

関するとと

ハ〉十ディキャップサーピス

tて関するとと

図書整理等

職

司

事

事

司

司

司

司

司

司

事

司

書

務

書

(社指会導教貝育ロ)
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表年 視察静岡県新居町立図書館よ b 図書館協議会委員6/19 

X 8 人

昭和 6 1年度のあゆみ

御殿場町立図書館よ D視察

6/21 「数字で見る図書館活動」編集開始

"-'6/1 16 ミリ発声映写機操作講習会(昼間の部)6/24 
貸出券更新(有効期間 l ク年)1 4/ 

三芳町の各図書館よ D 視察大井町，富士見市，上福岡市，
協力員( 3人)委嘱 7人

図害館視察プロジェクトテーム図書館部会6/25 
一枚 10 円となるコピーサービス

八王子市立図書館)(小平市立図書館，中央，若葉を含め 3 館となる実施館，コピーサービス開始佐須分館

点訳ボランティア有償と左る

4/ 2 地域資料整備のため職員K よる郷土資料研究会発足 7/ 1 防火管理者打合せ会

4/10 点訳ボランティアの集い
7/ 2 地域 映画会「典子は，今」

"-'9/6 委嘱協力員の代替 l 人7/ 8 
1 人(事務)新規採用職員職員人事4/12 

実習生受入(図書館情報大学 4 年 )
民俗学入門の会発足4/16 "-' 7 / 27 3 人

4/17 朗読ボランティアの集い
教育講座(江森 陽弘)

4 / 18 浦和市立南浦和図書館よタ視察 1 人
7/ 9 整理委託要員の代替 1人 委嘱 "-' 9 / 10 

図書の除籍手続き十てついマ
一ιマニュアノレ作成(除籍簿を廃止し基本カードで処理する)~3/24 近代女流文学を学ぶ会発足4/22 

教育講座(大畑7/12 大会開催ポーノレ
多摩地区公立図書館職員親睦ソフト4/29 

佳司)

7/16 教育講座(高 史明)

"-' 8 / 29 委嘱1 人整理委託要員の代替7/22 
各館内外の看板，標示板取付7 5/ 

"-'8/31 

中央館電話機取換工事(プッシユ式)本庁のピノレ電話移行にそなえる

協力:白百合女子大学夏期特別開館(中央館)

7/28 

1 冊 300 円で有料頒布
「ζ のほんよんで !一 歳から六歳までの絵本」増刷

今 」名画鑑賞会「典子は，

8 

5 / 10 

5/ 

同時に留守番

電話装置を取b 付けるて図書館部会専門部会とし発足ーム.ロジェク トチ
調布市生涯教育施設建設推進フ5/20 

「調布市立中央図書館建設基本計画(仮称) J の策定K ついて日本図書館協会へ委託7/29 
と教育会館部会が設けられる

「調布市立図書館開館 20 周年記念誌」編集委員会発足
5/22 

"-'8/19 2 人実習生受入(慶応義塾大学 3 年 )8/ 5 ~6 /5 富士見，染地，佐須
特別整理(曝書)国領 ，宮の下，5/27 

暁夫)山川孝次，中野愛彦，平和鼎談(岡本8 /  6 ~6/5 
16 ミリ発声映写機操作講習会(夜間の部)

5/28 

8/20 国際平和年記念講演会(今西祐行)

第 52 回国際図書館連盟 ( IFLA )東京大会が開催される8/24 ~6 / 27 
高架下資料保存庫内電動式集密書架設置工事3 6/ "-' 8 / 27 

~6 / 9 65 台16 ミリ発声映写機検定4 6/ 

番号はそれぞれ (8 1)7661 ........， 7663. 中央館，富士見分館がピノレ電話。て切タ替わる9/16 (延べ 14 回 )~2/26 点訳ボランティア養成講座6 / 12 

(8 1) 7664 vc 変更関野準一郎「 太宰治
第 14 回調布ブッククラブ総会(会員数 693 人〉と座談会

志功と私 」
9/20 地域講演会(中西 龍)

6 / 18 職員を対象K 防火訓練K ついて説明会 協力:調布消防署

-116 ー -117-



10/ 1 人事異動庶務係長国民年金課へ， 庶務係長秘書課より

10/ 5 著者を囲む会(田久保英夫〉

10 /  8 地域講演会(宮川ひろ)

10/30 名古屋市立豊田小 ・西中島小教諭 2 人視察

協力員 1人退任

11 /  5 協力員 1 人委嘱

11 / 6 文化講演会(星寛治)

11 / 7 児童文学講座(中村征子) 2回目 11 / 21 

11 / 11 新中央館用図書購入K ついて市内 5書庖と契約

朗読ボランティア講演会(坂井 清成)

11 / 22 図書館開館 20 周年記念講演会(小 )11 岡1])

11 /28 白百合女子大学児童文化学科 2 年生 28 人 緑ク丘分館を見学

11 / 29 地域講演会(高史明)

12 /  5 白百合女子大学児童文化学科 2年生 27 人 緑ク丘分館を見学

12 /  8 国領分館屋上防水工事開始 ~1 / 11 

12 /  9 講演会(青野忠道)

12 / 10 予約連絡用ハガキを作成する

12 / 22 臨時出動(館内整理〉ただし 12 / 28 を代休とする

1 / 11 横浜市立図書館よ b小学生読書会を見学 5 人

1 / 13 年賀状展開催 ~1 / 25 

分館施設整備工事開始 ~ 3/ 5

深大寺分館(集会室仕切りシャッタ ー〉

宮の下分館( トイ レ改修，排水溝設置)

緑ク丘分館(トイレ改修)

佐須分館(児童室南倶 IJ防水工事)

つつじク丘分館(フェンス改修 ，網戸取付)

中央，若葉，染地. (網戸取付)

1 / 17 地域講演会(中西龍)

1 / 2 5 国領分館改修工事Kついて分館担当者との打合せ

-118-

2/ 1 
第 15 回図書館まつb 開催 -----3/6 

実習生受入(専修大学 3年 ) 2 人 -----2/ 14

2/12 深大寺分館の図書整理要員
l人委嘱 -----3/3 1

2/18 協力員 1人退任

2/19 協力員 1人委嘱 -----3/3 1

2/20 鳩ク谷市立図書館よタ視察

3/10 手袋人形講習会(三木和子)

3/ 13 船橋市東図書館よ b 視察 4 人

3 / 14 名画鑑賞会「五番町タ霧倭」

- 11 少ー
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